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企
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力
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経
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政
策
提
言・組
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「

企
業
活
力
の
強
化
」「

地
域
経
済
の
活
性
化
」

「

政
策
提
言・組
織・財
政
基
盤
の
強
化
」

宇
都
宮
商
工
会
議
所
の
平
成
26
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
予
算
が
決
定
し
ま
し
た
。

よ
う
や
く
明
る
さ
の
見
え
て
き
つ
つ
あ
る
昨
今
、
よ
り
一
層
の
地
域
貢
献
を
め
ざ
し
、

力
を
尽
く
す
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

新
年
度
も
、
ぜ
ひ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

合 計
12億4,495
万円

合 計
12億4,495
万円

合 計
12億4,495
万円

収入構成

■会費　■事業収入　■補助金等　■負担金等
■繰入金　■繰越金

■一般会計　■中小企業相談所特別会計　
■特定退職金共済制度特別会計　

■各種事業特別会計　■まちづくり特別会計　
■中小企業再生支援協議会特別会計
■経営改善支援センター特別会計

支出構成

支出構成 (会計別）

■事業費　■人件費　■管理費等　■繰出金

25.6 ％

2.0％
8.1 ％ 8.5 ％

23.1％
（10,095万円）

（2,482万円）

（31,856万円）

（40,723万円）

（28,704万円）

（10,635万円）

（3,923万円）

（49,954万円）

（21,032万円）

（49,586万円）

（6,203万円）

（18,156万円）

（5,392万円）

（12,430万円）

（42.787万円）

（16,592万円）

（22.935万円）

32.7 ％

39.8 ％

16.9 ％

3.2 ％

40.1 ％

18.4 ％

13.3 ％

10.0 ％
34.4 ％

4.3％

14.6％

5.0 ％

平成26年度事業収支予算
（平成26年4月1日～平成27年3月31日）

平成25年度第５回常議員会ならびに通常議員総会（3月24日）

23 April 2014

宇
都
宮
商
工
会
議
所
の
平
成
26
年
度
事
業
計
画
、収
支
予
算
が
決
定

特集1

平成26年度事業計画・
収支予算

　

当
所
で
は
３
月
24
日
（
月
）、
平
成

25
年
度
第
５
回
常
議
員
会
な
ら
び
に
通

常
議
員
総
会
を
開
催
し
、
平
成
26
年
度

事
業
計
画
と
収
支
予
算
な
ど
を
議
決
し

ま
し
た
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
効
果
に
よ
り
、
デ
フ

レ
経
済
か
ら
の
脱
却
の
兆
し
が
う
か
が

え
る
も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
中
小
企
業
に

と
っ
て
は
厳
し
い
経
営
状
況
に
あ
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
、「
企
業
活
力
の

強
化
」「
地
域
経
済
の
活
性
化
」「
政

策
提
言
・
組
織
・
財
政
基
盤
の
強
化
」

を
中
心
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

① 

多
様
な
業
種
構
成
に
よ
る
地
域
総

合
経
済
団
体
で
あ
る
商
工
会
議

所
の
特
性
を
活
か
し
、
多
角
的
・
多
面
的

な
業
種
横
断
的
連
携
交
流
を
促
進
す
る
。

② 

部
会
、
委
員
会
、
女
性
部
、
青
年
部
、
振

興
委
員
等
の
活
動
を
強
化
し
、
商
工
会
議

所
の
機
能
の
向
上
を
図
る
。

③ 

国
な
ど
の
各
種
支
援
施
策
を
活
用
し
て
、

企
業
の
経
営
力
向
上
を
支
援
す
る
。

④ 

賑
わ
い
創
出
事
業
を
通
し
て
、
中
心
市
街

地
や
商
店
街
の
活
性
化
を
図
る
。

⑤  

会
員
事
業
所
訪
問
を
強
化
し
、
現
場
に
立

脚
し
た
商
工
会
議
所
活
動
を
推
進
す
る
。

⑥ 

会
員
や
地
域
の
意
見
・
要
望
を
集
約
し
、

行
政
等
に
対
し
て
提
言
・
要
望
活
動
を
積

極
的
に
実
施
す
る
。

⑦ 

行
政
、
大
学
・
研
究
機
関
、
他
の
経
済
団

体
等
と
の
連
携
強
化
を
図
る
。

⑧ 

国
の
委
託
事
業
な
ど
の
施
策
を
積
極
的
に

活
用
す
る
。

　

さ
ら
に
、
中
期
事
業
計
画
の
実
効
性
を
高
め

る
財
政
的
な
裏
付
け
と
、
当
商
工
会
議
所
の
健

全
で
安
定
し
た
財
政
基
盤
の
確
立
を
目
的
に
、

平
成
25
年
度
に
改
定
し
た
中
長
期
財
政
計
画
に

基
づ
く
財
政
運
営
を
図
る
。

　

地
域
経
済
の
基
盤
で
あ
る
中
小
企
業
に
対
し
、

個
々
の
企
業
の
経
営
課
題
の
克
服
に
向
け
、
外

部
専
門
家
や
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
各
種

支
援
施
策
を
積
極
的
に
活
用
し
て
、
企
業
の
体

質
強
化
や
成
長
を
推
進
す
る
。

　

小
規
模
企
業
等
の
高
度
・
専
門
的
な
経
営
課

題
に
対
応
す
る
た
め
、
経
営
相
談
を
実
施
し
て

経
営
改
善
を
支
援
す
る
。

① 

経
営
指
導
員
等
に
よ
る
巡
回
・
窓
口
相
談

の
強
化

② 

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
ビ
ジ
ネ
ス
創

造
等
支
援
事
業

③ 

経
営
技
術
強
化
支
援
事
業
（
エ
キ
ス
パ
ー
ト

バ
ン
ク
事
業
）
に
よ
る
専
門
家
派
遣

④ 

経
営
サ
ポ
ー
ト
隊
事
業
に
よ
る
相
談
・
支

援
体
制
の
強
化

⑤ 

宇
都
宮
商
工
会
議
所
振
興
委
員
に
よ
る
地

域
・
企
業
と
の
連
携
強
化

⑥ 

税
務
指
導
（
記
帳
代
行
、記
帳
継
続
指
導
、

決
算
代
行
、
納
税
相
談
）
の
実
施

⑦ 

消
費
税
転
嫁
対
策
窓
口
相
談
等
事
業

⑧ 

専
門
相
談
（
税
務
相
談
、
弁
理
士
知
財

相
談
、知
的
財
産
権
相
談
、法
律
相
談
、

不
動
産
鑑
定
相
談
）
の
実
施

⑨ 

小
規
模
企
業
共
済
制
度
の
普
及
促
進

⑩ 

経
営
指
導
員
等
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
及
び
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
能
力
の
向
上

　

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
ビ
ジ
ネ
ス
創

造
等
支
援
事
業
の
活
用
に
よ
り
、
創
業
者
輩

出
を
図
る
た
め
専
門
家
と
の
連
携
を
強
化
し

て
支
援
体
制
を
図
る
。

① 

創
業
塾
の
開
催

② 

創
業
者
個
別
支
援
事
業

③ 

宇
都
宮
餃
子
拡
大
事
業

④ 

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
ビ
ジ
ネ
ス

創
造
等
支
援
事
業
（
再
掲
）

⑤ 

経
営
指
導
員
等
に
よ
る
巡
回
・
窓
口
相
談

の
強
化
（
再
掲
）

⑥ 

創
業
者
向
け
各
種
融
資
制
度
の
斡
旋

　

国
、
県
、
市
、
県
信
用
保
証
協
会
の
融
資
・

保
証
制
度
を
普
及
し
、
中
小
企
業
の
資
金
調
達

を
支
援
す
る
。

① 

小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
（
マ
ル
経

貸
付
）

② 

宇
都
宮
商
工
会
議
所
ビ
ジ
ネ
ス
ロ
ー
ン
（
会

員
限
定
特
別
融
資
制
度
）

③ 

商
工
い
き
い
き
特
別
保
証
制
度

　

過
剰
債
務
等
に
よ
り
経
営
状
況
が
悪
化
し
て

い
る
中
小
企
業
に
対
し
、
専
門
家
に
よ
る
事
業

再
生
、
倒
産
回
避
ま
た
は
円
滑
な
事
業
清
算
手

続
き
等
を
支
援
す
る
。

① 

栃
木
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

② 

栃
木
県
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

③ 

経
営
安
定
特
別
相
談
室

④ 

中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度
の
普
及
促
進

⑤ 

事
業
引
継
ぎ
支
援
事
業
（
Ｍ
＆
Ａ
サ
ポ
ー

ト
事
業
）
の
啓
発
普
及

　

中
小
企
業
の
人
材
確
保
・
育
成
を
支
援
す
る

た
め
、
各
種
講
習
会
、
研
修
会
、
検
定
試
験
等

を
実
施
す
る
。

① 

各
種
検
定
試
験
の
実
施

② 

ひ
と
づ
く
り
未
来
塾
の
開
催

③ 

新
入
社
員
講
習
会
の
開
催

④ 
初
級
簿
記
講
座
の
開
催

⑤ 
優
良
従
業
員
表
彰
の
実
施

⑥ 

メ
ン
タ
ルヘル
ス
相
談
支
援
事
業

⑦ 

宇
都
宮
珠
算
連
盟
へ
の
支
援

⑧ 

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
取
り
組
み
事
例
の
提
供
や

企
業
内
情
報
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
な
ど
、
企
業

の
情
報
化
推
進
を
支
援
す
る
。

① 

Ｉ
Ｔ
活
用
支
援
事
業
の
推
進

② 

Ｉ
Ｔ
専
門
家
の
発
掘
と
確
保

　

環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会
の
構
築

に
向
け
た
企
業
経
営
の
普
及
と
認
証
取
得
を
推

進
す
る
。

基
本
方
針

企
業
活
力
の
強
化

平
成
26
年
度
事
業
計
画

経
営
相
談
支
援
の
推
進

1

創
業
支
援
体
制
の
強
化

2

金
融
支
援
の
推
進

3

企
業
再
生
支
援
の
促
進

4

人
材
確
保
・
育
成
の
支
援

5

情
報
活
用
支
援
の
推
進

6

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト・Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
推
進

7
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総
会
で
あ
い
さ
つ
す
る
北
村
会
頭

45 April 2014

① 

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
認
証
・
登
録
制
度
の

推
進

② 
事
業
所
版
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
定
制
度
の
推
進

③ 

環
境
に
や
さ
し
い
優
良
企
業
認
定
制
度

の
推
進

④ 

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
受
託
事
業

⑤ 

汚
染
負
荷
量
賦
課
金
徴
収
業
務
受
託

事
業

　

各
種
共
済
制
度
の
加
入
を
推
進
し
、
会
員

企
業
の
「
安
心
」
と
共
済
制
度
の
安
定
を
促

進
す
る
。

① 

普
通
共
済
（
ふ
れ
あ
い
共
済
）
の
加
入

推
進

② 

個
人
保
険
（
総
合
保
険
、年
払
保
険
等
）

の
加
入
促
進

③ 

そ
の
他
の
保
険
・
共
済
制
度
の
加
入
推
進

④ 

特
定
退
職
金
共
済
制
度
の
加
入
推
進

⑤ 

普
通
共
済
（
ふ
れ
あ
い
共
済
）
の
福
祉
・

還
元
事
業

　

中
心
市
街
地
活
性
化
や
商
店
街
活
動
へ
の

支
援
、
及
び
広
域
か
ら
の
集
客
を
促
進
す
る

観
光
交
流
事
業
に
取
り
組
み
地
域
商
業
の
振

興
を
図
る
。
ま
た
、
地
域
資
源
の
掘
り
起
こ

し
や
産
学
官
連
携
・
農
商
工
連
携
を
推
進
し
、

新
し
い
も
の
づ
く
り
を
支
援
す
る
。

① 

国
・
県
への
建
議
・
要
望
活
動

② 

市
への
建
議
・
要
望
活
動

　

会
員
組
織
の
拡
大
と
安
定
し
た
財
政
基

盤
の
強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
部
会
、
委

員
会
活
動
を
積
極
的
に
展
開
・
支
援
す
る
。

① 

入
会
推
進
・
退
会
防
止
事
業
の
展
開

② 

役
員
議
員
活
動
の
充
実

③ 

部
会
活
動
の
充
実

④ 

委
員
会
活
動
の
充
実

⑤ 

中
期
事
業
計
画
（
平
成
26
年
度
〜
平

成
28
年
度
）
の
ロ
ー
リ
ン
グ

⑥ 

中
長
期
財
政
計
画
（
平
成
26
年
度
〜

平
成
35
年
度
）
の
ロ
ー
リ
ン
グ

⑦ 

職
員
に
よ
る
全
会
員
事
業
所
への
訪
問

　

集
客
力
の
向
上
と
賑
わ
い
創
出
（
ハ
ー
ド
事
業・

ソ
フ
ト
事
業
・
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
）
を
支
援
し
、

中
心
市
街
地
及
び
各
地
商
店
街
の
商
業
の
活
性

化
を
図
る
。

① 

中
心
商
業
地
新
規
出
店
促
進
事
業
（
空
き

店
舗
対
策
事
業
）
の
促
進

② 

販
売
促
進
支
援
事
業（
個
店
力
強
化
事
業
）

の
実
施

③ 

宮
の
市
（
商
業
祭
）
の
実
施

④ 

中
心
市
街
地
広
域
ソ
フ
ト
支
援
事
業
の
推
進

⑤ 
宇
都
宮
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
へ
の

参
画

⑥ 
オ
リ
オ
ン
七
夕
ま
つ
り
への
支
援

⑦ 

商
店
街
振
興
事
業
（
宇
都
宮
市
商
店
街
連

盟
への
支
援
）

⑧ 

宇
都
宮
市
中
心
商
店
街
連
合
会
支
援
事
業

⑨ 

産
業
経
営
改
善
支
援
事
業
の
実
施

⑩ 

宇
都
宮
地
域
商
業
振
興
協
議
会
への
支
援

⑪ 

Ｌ
Ｒ
Ｔ
研
究
会

　

観
光
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
地
域
資
源
の

ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
に
努
め
、
集
客
交
流
を
促
進

す
る
。

① 

ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
事
業
の

推
進
（
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
支
援
）

② 

宇
都
宮
ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ
「
宮
カ
フ
ェ
」
の

管
理
・
運
営
事
業

③ 

ミ
ヤ
・
ジ
ャ
ズ
イ
ン
の
開
催

④ 

お
も
て
な
し
事
業
の
推
進

⑤ 

宇
都
宮
餃
子
祭
り
へ
の
支
援

⑥ 

ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
への
支
援

⑦ 

フェス
タ
i
n
大
谷
へ
の
支
援

⑧ 

北
関
東
三
県
交
流
事
業
の
実
施

　

 

地
域
企
業
が
持
つ
力
を
宇
都
宮
の
地
域
特
性

と
組
み
合
わ
せ
、
特
色
あ
る
も
の
づ
く
り
を
支
援

し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
産
業
振
興
を
図
る
。

① 

う
つ
の
み
や
次
世
代
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
会

議
の
推
進

② 

農
商
工
連
携
推
進
事
業
の
推
進

③ 

新
名
産
品
開
発
事
業（
宇
都
宮
雷
都
物
語
）

の
推
進　

④ 

食
品
業
界
交
流
会
事
業
の
支
援

⑤ 

異
業
種
交
流
事
業
（
み
や
み
ら
い
21
、
宇

都
宮
創
游
倶
楽
部
）
への
支
援

⑥ 

「
ザ
・
商
談
！　

し
・
ご
・
と
発
掘
市
」
に

よ
る
取
引
拡
大
の
支
援

⑦ 

貿
易
関
係
証
明
等
発
給
事
業
の
実
施

⑧ 

Ｇ
Ｓ
Ｉ
（
旧
Ｊ
Ａ
Ｎ
）
コ
ー
ド
推
進
事
業

⑨ 

中
小
企
業
国
際
ビ
ジ
ジ
ネ
ス
支
援
事
業

⑩ 

会
員
割
引
チ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
事
業

⑪ 
工
業
団
地
役
員
と
の
交
流
会
の
開
催

　

企
業
活
力
の
強
化
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を

推
進
す
る
た
め
、
そ
の
基
盤
と
な
る
経
営
者
等

の
育
成
を
支
援
す
る
。

① 

青
年
部
事
業
の
支
援

② 

女
性
部
事
業
の
支
援

　

若
年
者
等
の
職
業
意
識
の
啓
発
や
職
業
能
力

形
成
の
支
援
を
通
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
関
係
機

関
や
学
校
等
と
の
連
携
を
図
り
、
中
小
企
業
の

常
用
雇
用
を
支
援
す
る
。

① 

ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
制
度
推
進
事
業
の
実
施

② 

労
働
保
険
事
務
組
合
事
業
の
支
援

③ 

若
年
者
地
域
連
携
事
業
の
強
化

④ 

宇
都
宮
地
区
雇
用
協
会
への
支
援

⑤ 

外
国
人
研
修
生
受
入
れ
事
業
の
実
施

　

会
員
や
地
域
か
ら
の
意
見
・
要
望
を
幅
広
く

反
映
さ
せ
、
地
域
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
行
政
等
に
対
し
て
積
極
的
な
政
策
提
言
活

動
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
安
定
し
た
事
業
運
営

を
展
開
し
て
い
く
た
め
、
会
員
組
織
の
拡
大
と

財
政
基
盤
の
強
化
に
努
め
る
。

　

地
域
及
び
産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
景
気

対
策
、
中
小
企
業
対
策
、
公
共
交
通
の
充
実
、

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
等
に
つ
い
て
建
議
・
要
望
活

動
を
積
極
的
に
実
施
す
る
。

⑧ 

会
員
管
理

⑨ 

県
内
商
工
会
議
所
経
営
指
導
員
等
研
修

会
⑩ 

県
内
商
工
会
議
所
経
営
指
導
員
等
技
術

研
修
会

⑪ 

中
小
企
業
支
援
機
関
と
の
連
携
強
化

　

会
員
企
業
と
の
定
期
的
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
で
あ
る
会
報
の
充
実
と
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
活
用

し
て
各
種
情
報
を
提
供
す
る
。

① 

会
報
「
天
地
人
」
の
発
行

② 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
情
報
の
発
信

③ 

会
員
Ｅ
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
（「ｅ-

天
地

人
」）
の
拡
充

④ 

ビ
ジ
ネ
ス
情
報
手
帳
「
パ
ー
ト
ナ
ー
」
の
発

刊
配
布

⑤ 

地
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
う
つ
の
み
や
マッ
プ
」

か
ら
の
地
域
情
報
の
発
信

⑥ 

デ
ー
タ
マッ
プ
２
０
１
４
の
作
成
と
情
報
提
供

⑦ 

県
内
商
工
会
議
所
統
一
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成

事
業

⑧ 

中
小
企
業
景
況
調
査
の
実
施
及
び
調
査
結

果
の
提
供

⑨ 

商
工
会
議
所
早
期
景
気
観
測
調
査
（
Ｌ
Ｏ

Ｂ
Ｏ
調
査
）
の
実
施
及
び
調
査
結
果
の
提

供

　

会
員
企
業
へ
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
調
査
研
究

し
な
が
ら
、
会
員
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
拡
充
構
築

に
努
め
る
。

① 
会
員
企
業
チ
ラ
シ
・
カ
タ
ロ
グ
等
展
示
コ
ー

ナ
ー
の
設
置
管
理

② 

会
報
「
天
地
人
」
有
料
折
り
込
み
チ
ラ
シ

事
業
の
実
施

③ 

普
通
共
済
（
ふ
れ
あ
い
共
済
）
の
福
祉
・

還
元
事
業
（
再
掲
）

④ 

会
員
割
引
チ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
事
業（
再
掲
）

退職（平成26年3月31日付）　　

副会頭  森　宏 氏
㈱足利銀行  常務執行役

／もり  ひろし

／さとう  よしのぶ

／おさかべ  いくお

（平成26年４月１日付就任）

副会頭  大平 弘 氏
㈱足利銀行  専務執行役
（平成２６年３月３１日付退任）

役員変更のお知らせ

職員の人事異動
（平成26年4月1日付）

新

前

専務理事 
佐藤  佳正 氏
（平成26年４月１日付就任）

専務理事 
倉持  和司 氏
（平成２６年３月３１日付退任）

新

前

常務理事
刑部  郁夫氏
（平成26年４月１日付就任）

常務理事 
渡辺  政行 氏
（平成２６年３月３１日付退任）

新

前

●中小企業相談所所長 兼
　経営支援部部長 参事 村上　幸雄　（前 経営支援部部長　参事）

●地域振興部部長　副参事 手塚　忠之　（前 地域振興部次長　副参事）

●経営支援部次長　副参事 金田　　勝　（前 経営支援部次長　主幹）

●地域振興部次長　主幹 阿部　訓久　（前 総務部　主幹）

●経営支援部　主幹 清嶋  眞智子　（前 地域振興部　主幹）

●総務部　副主幹 川又  啓多郎　（前 総務部　主査）

●地域振興部　主査 熊木　清美　（前 経営支援部　主査）

●地域振興部　主査 松本　泰宏　（前 経営支援部　主査）

●経営支援部　主査 平山　英明　（前 経営支援部　主任主事）

●総務部　主任主事 髙野　仁美　（前 地域振興部　主任主事）

●経営支援部　主任主事 川村　成仁　

●地域振興部　主任主事 鈴木　千穂　（前 地域振興部　主事）

●総務部 指導主任
  （特）宇都宮まちづくり推進機構出向 小松　信一　（前 地域振興部部長　参事）

佐々木  朝子　（前　総務部　主幹）

●総務部　主事 石川　卓馬

（前 総務部　主任主事）
（前 （特）宇都宮まちづくり推進機構出向）

新規採用

事
業
承
継
は
相
続
税
対
策
で

は
な
い

地
域
経
済
の
活
性
化

政
策
提
言
・
組
織
・

財
政
基
盤
の
強
化

福
利
厚
生・リ
ス
ク
対
策
の
促
進

8

地
域
商
業
の
振
興
促
進

1

宇
都
宮
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化

2

も
の
づ
く
り・販
路
拡
大
支
援
の
推
進

3

ひ
と
づ
く
り
支
援
の
推
進

4

雇
用
の
促
進
支
援

5

建
議・要
望
活
動
の
充
実

1

組
織・財
政
基
盤
の
強
化 

2

広
報
広
聴
活
動
の
充
実

3

会
員
サ
ー
ビ
ス
の
強
化

4



※ 「利用者登録数」は、同一のご利用者様が複数の利用契約を締結している場合に、
　  同一のご利用者様の単位で名寄せを行った結果の数（各月末時点の累計）
※ 「利用契約件数」は、利用契約件数の総数（各月末時点の累計）
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で
ん
さ
い
ネ
ッ
ト
に
よ
る
取
引
の
流
れ

X社 メーカー Y社

でんさいネット

下請業者

支払
債務

物品販売
納入

支払
債務

物品販売
納入

Z社 孫請業者

①発生記録請求

③口座間送金

記録原簿

②譲渡記録請求

窓口金融機関 窓口金融機関 窓口金融機関

翌日に
自動送金

発  生
記 録

譲  渡
記 録

支 払 等
記 録

1 2 3

67 April 2014

　
「
で
ん
さ
い
」
と
は
、
株
式
会
社
全
銀
電
子
債

権
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
通
称
「
で
ん
さ
い
ネ
ッ
ト
」）
が

取
り
扱
う
、
電
子
記
録
債
権
の
こ
と
で
す
。

　

よ
く
誤
解
さ
れ
る
の
で
す
が
、
電
子
記
録
債
権

は
手
形
・
指
名
債
権
（
売
掛
債
権
等
）
を
電
子
化

し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
手
形
・
指
名
債
権

の
問
題
点
を
克
服
し
た
新
た
な
金
銭
債
権
で
す
。

　

電
子
記
録
債
権
の
発
生
・
譲
渡
は
、
電
子
債

権
記
録
機
関
の
記
録
原
簿
に
電
子
記
録
す
る
こ
と

が
、
そ
の
効
力
発
生
の
要
件
と
な
り
ま
す
。

　

で
ん
さ
い
ネ
ッ
ト
は
、
平
成
22
年
6
月
に
設
立

さ
れ
た
、
一 

般
社
団
法
人
全
国
銀
行
協
会
１
０
０

%
出
資
の
電
子
債
権
記
録
機
関
で
す
。
平
成
25

年
2
月
か
ら
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

電
子
債
権
記
録
機
関
と
は
、
電
子
記
録
債
権

の
記
録
原
簿
を
備
え
、
利
用
者
の
請
求
に
も
と
づ

き
電
子
記
録
や
債
権
内
容
の
開
示
を
行
な
う
こ

と
等
を
主
業
務
と
す
る
、電
子
記
録
債
権
の
「
登

記
所
」
の
よ
う
な
存
在
で
あ
り
、
主
務
大
臣
の

指
定
を
受
け
た
専
業
の
株
式
会
社
で
す
。

　

で
ん
さ
い
ネ
ッ
ト
の
特
長
に
は
、
①
手
形
的
利

用 

②
全
銀
行
参
加
型  

③
間
接
ア
ク
セ
ス
方
式
の

3
点
が
あ
り
ま
す
。

　
「
手
形
的
利
用
」
で
す
が
、
で
ん
さ
い
ネ
ッ
ト
で

は
中
小
企
業
の
資
金
調
達
の
円
滑
化
に
資
す
る
た

め
、
最
も
汎
用
的
と
考
え
ら
れ
る
現
行
の
手
形

と
同
様
の
利
用
方
法
を
採
用
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

手
形
の
取
引
停
止
処
分
制
度
と
類
似
の
支
払
不

能
処
分
制
度
を
整
備
し
て
お
り
ま
す
。

　

二
つ
目
の
全
銀
行
参
加
型
に
つ
い
て
で
す
が
、
で

ん
さ
い
ネ
ッ
ト
で
は
、
銀
行
の
信
頼
・
安
心
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
も
と
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
構
築

さ
れ
る
必
要
性
を
強
く
認
識
し
て
お
り
、
そ
の
た

め
、
全
銀
行
参
加
型
を
採
用
し
、
平
成
26
年
４

月
１
日
現
在
、
全
国
の
銀
行
、
信
用
金
庫
、
信

用
組
合
等
４
８
６
の
金
融
機
関
で
ご
利
用
い
た
だ

く
こ
と
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
既
存
の
銀
行
間
の

決
済
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
、
確
実
に
資
金
回
収
で

き
る
仕
組
み
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
の
間
接
ア
ク
セ
ス
方
式
に
つ
い
て
で
す
が
、

で
ん
さ
い
ネ
ッ
ト
は
、
金
融
機
関
を
経
由
し
て
で
ん

さ
い
ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス
す
る
方
式
を
採
用
し
て
お

り
、利
用
者
は
現
在
利
用
し
て
い
る
金
融
機
関
（
窓

口
金
融
機
関
）
を
そ
の
ま
ま
利
用
で
き
る
た
め
、

安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

ま
た
、
窓
口
金
融
機
関
は
、
自
ら
の
創
意
工
夫
に

よ
って
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
ま
す
。
利
用
者
は
、
複
数
の
金

融
機
関
で
で
ん
さ
い
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　

支
払
企
業
（
債
務
者
）
の
場
合
は
、
手
形
の
発

行
な
ど
の
支
払
い
に
関
す
る
面
倒
な
事
務
負
担
が

軽
減
さ
れ
ま
す
し
、
手
形
の
搬
送
コ
ス
ト
や
印
紙

税
負
担
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
支
払
先
に
応
じ
て
、
手
形
・
振
込
・一括

決
済
な
ど
複
数
の
決
済
手
段
を
用
い
て
い
た
場
合
、

一
本
化
す
る
こ
と
で
事
務
の
効
率
化
を
図
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

納
入
企
業
（
債
権
者
）
の
場
合
は
、
手
形
で
の

受
取
に
比
べ
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
よ
り
紛
失
や
盗

難
の
リ
ス
ク
が
な
く
な
る
他
、
保
管
コ
ス
ト
を
削
減

で
き
ま
す
。
ま
た
、
割
引
や
譲
渡
に
よ
り
資
金
化

す
る
場
合
、
必
要
な
資
金
の
分
だ
け
分
割
譲
渡
で

き
ま
す
。
受
取
は
口
座
間
送
金
決
済
で
自
動
的
に

口
座
に
入
金
さ
れ
ま
す
の
で
、
取
立
手
続
は
不
要

で
す
。
振
込
と
の
比
較
で
は
、
売
掛
金
の
資
金
化

が
容
易
に
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
「
で
ん
さ
い
」
の
発
生
で
す
。
利
用
者
が

窓
口
金
融
機
関
を
通
じ
て
で
ん
さ
い
ネ
ッ
ト
の
記
録

原
簿
に
「
発
生
記
録
」
を
行
う
こ
と
で
、「
で
ん

さ
い
」
が
発
生
し
ま
す
。

　

次
に
「
で
ん
さ
い
」
の
譲
渡
で
す
。
窓
口
金

融
機
関
を
通
じ
て
で
ん
さ
い
ネ
ッ
ト
の
記
録
原
簿

に
「
譲
渡
記
録
」
を
行
う
こ
と
で
、「
で
ん
さ
い
」

を
譲
渡
で
き
ま
す
。 

必
要
に
応
じ
て
債
権
を
分

割
し
て
譲
渡
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

そ
し
て
「
で
ん
さ
い
の
支
払
」
で
す
。
支
払
期

日
に
な
る
と
、
自
動
的
に
支
払
企
業
の
口
座
か
ら

資
金
を
引
落
し
、
納
入
企
業
の
口
座
へ
払
込
み
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

決
済
後
、
で
ん
さ
い
ネ
ッ
ト
が
支
払
い
が
完
了
し

た
旨
を
「
支
払
等
記
録
」
と
し
て
記
録
し
ま
す
の

で
、
面
倒
な
手
続
は
一
切
不
要
で
す
。
ま
た
、
手

形
と
異
な
り
、
納
入
企
業
は
支
払
期
日
当
日
か
ら

資
金
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

債
務
者
お
よ
び
債
権
者
い
ず
れ
も
、で
ん
さ
い
ネ
ッ

ト
の
利
用
者
と
な
って
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

で
ん
さ
い
ネ
ッ
ト
は
間
接
ア
ク
セ
ス
方
式
を
採
用
し

て
い
ま
す
の
で
、「
で
ん
さ
い
」
の
利
用
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
で
ん
さ
い
ネ
ッ
ト
に
参
加
し
て
い
る
金
融

機
関
に
利
用
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
26
年
２
月
末
現
在
の
利
用
者
登
録
数

は
約
34
万
社
、「
で
ん
さ
い
」
の
残
高
は
約
９
、

５
０
０
億
円
、
ま
た
平
成
26
年
２
月
単
月
の
発
生

記
録
請
求
件
数
（
手
形
の
場
合
の
振
出
し
件
数
に

相
当
し
ま
す
）
は
約
３
万
６
千
件
に
な
り
ま
す
。

い
ず
れ
の
計
数
も
、
開
業
以
来
、
順
調
に
伸
び
て

き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
計
数
は
、
で
ん
さ
い
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
お
い
て
毎
月
統
計
情
報
と
し
て
公
開
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

﹁

で
ん
さ
い
ネ
ッ
ト
﹂
が

 
中
小
企
業
の
取
引
を
変
え
る！

特
徴
は「
手
形
的
利
用
」「
全
銀
行
参
加
型
」「
間
接
ア
ク
セ
ス
方
式
」

　近年、 新しい債権の形
として「電子記録債権」が、
中小企業の間にも浸透し
つつあります。手形などに
代わる、より便利で安全な
債権として注目されている

「電子記録債権」。これを
取り扱う株式会社全銀電子
債権ネットワーク（通称「で
んさいネット」）の諸江博明
社長に話をうかがいました。

株式会社
全銀電子債権ネットワーク

代表執行役社長  諸江 博明氏  

「でんさいネット」が中小企業の取引を変える！特集2／ でんさいネット

問合せ

株式会社
全銀電子債権ネットワーク
☎03-5252-3595

午前９時～午後５時（土日祝休）
http://www.densai.net

手
形
感
覚
で
利
用
で
き
る

﹁
で
ん
さ
い
ネ
ッ
ト
﹂

電
子
化
に
よ
り
利
便
性
が
向
上

メ
リ
ッ
ト
も
大

「
で
ん
さ
い
」と
は
何
で
す
か

1

で
ん
さ
い
ネ
ッ
ト
と
は

ど
の
よ
う
な
会
社
で
す
か

2

で
ん
さ
い
ネ
ッ
ト
に
は

ど
の
よ
う
な
特
長
が
あ
り
ま
す
か

3

「
で
ん
さ
い
」に
は
ど
の
よ
う
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
か

4

「
で
ん
さ
い
」に
よ
る

取
引
の
流
れ
を
教
え
て
く
だ
さ
い

5

「
で
ん
さ
い
」を
利
用
し
た
い
場
合
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
す
か

6

「
で
ん
さ
い
」の
普
及
状
況
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か

7

特
集
　
　   

／
で
ん
さ
い
ネ
ッ
ト

2
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平
成
25
年
度
は「
日
本
商
工
会
議

所
青
年
部
第
33
回
全
国
大
会
と
ち

ぎ
宇
都
宮
大
会
」と
い
う
大
き
な
事

業
を
抱
え
て
い
ま
し
た
が
、「
う
つ

の
み
や
親
善
大
使
第
３
期
生
」の
選

考
や「
宮
の
市
」へ
の
出
店
事
業
の
ほ

か
、
例
会
事
業
も
例
年
同
様
に
実

施
し
て
き
ま
し
た
。

　

北
関
東
三
県
商
工
会
議
所
女
性

会
交
流
会
議
が
２
月
26
日（
水
）、

日
光
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、

当
所
女
性
部
か
ら
８
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
議
は
平
成
23
年
に

北
関
東
自
動
車
道
が
全
線
開
通
し

た
際
、
栃
木
県
・
群
馬
県
・
茨
城

県
の
商
工
会
議
所
女
性
会
も
、
お

互
い
の
発
展
を
志
向
し
交
流
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
に
、
三
県
持
ち

回
り
で
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
、

　

メ
イ
ン
事
業
で
あ
っ
た「
全
国
大

会
と
ち
ぎ
宇
都
宮
大
会
」は
、
全
国

か
ら
約
4
、
7
0
0
人
の
青
年
部
メ

ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
無
事
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
ま
で

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
き
な
事

業
の
成
功
は
、
宇
都
宮
商
工
会
議

所
青
年
部
の
組
織
と
多
く
の
メ
ン

バ
ー
に
、
大
き
な
経
験
と
自
信
を

残
し
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
、
そ
の
パ
ワ
ー
を
青
年
部
の
基

本
で
あ
る「
愛
す
る
宇
都
宮
の
街
づ

く
り
」に
向
け
て
活
動
し
て
い
く
こ

と
こ
そ
が
、
こ
の
大
会
の
本
当
の

意
味
で
の
成
功
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
大

会
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
全

て
の
方
々
に
、
こ
の
場
を
お
借
り

し
ま
し
て
、
深
く
御
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
監
事　

阿
部　

幸
央
）

今
回
で
３
回
目
と
な
り
ま
す
。
本

年
度
は
栃
木
県
が
担
当
と
な
り
、

開
催
に
い
た
る
ま
で
、
本
会
議
を

素
晴
ら
し
い
も
の
と
す
る
た
め
、

県
内
の
女
性
会
は
正
副
会
長
を
中

心
に
、
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
と
準

備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

第
１
部
は
元
日
光
東
照
宮
禰
宜
・

高
藤
晴
俊
氏
を
講
師
に
迎
え「
世
界

文
化
遺
産
・
東
照
宮
の
謎
と
真
実
」

と
題
し
、
日
光
東
照
宮
の
建
造
物

や
彫
刻
、
壁
面
図
等
に
込
め
ら
れ

た
意
図
等
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

続
い
て
の
第
２
部
の
交
流
会
議

で
は
、
女
性
会
の
運
営
に
係
る
テ
ー

マ
や
特
徴
的
な
事
業
に
つ
い
て
15

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
討
議
を
行

い
ま
し
た
。

　

第
３
部
の
懇
談
会
で
は
、（
一
社
）

栃
木
県
商
工
会
議
所
連
合
会
の
北

村
光
弘
会
長
お
よ
び
倉
持
和
司
専

務
理
事
を
来
賓
に
お
迎
え
し
、
食

事
を
と
り
な
が
ら
情
報
交
換
を
し
、

親
交
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

北
関
東
の
女
性
会
の
方
々
と
の

交
流
会
は
、
全
体
を
と
お
し
て
大

変
有
意
義
な
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

（
副
会
長　

今
井  

キ
ヨ
）

平
成
２５
年
度
を
振
り
返
っ
て

北
関
東
三
県
商
工
会
議
所
女
性
会
交
流
会
議
に
参
加

青
年
部
だ
よ
り

女
性
部
だ
よ
り

平
成
25
年
12
月
か
ら
平
成
26
年
3
月
10
日
ま
で
に
ご
加
入
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
さ
ま
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ご
加
入
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

㈲山口組 宇都宮市東岡本町353 673-2032 土木工事、軌道工事

舛添中小企業診断士事務所 久喜市桜田3-8　駅前ハイツ2-103 0480-58-4674 中小企業診断士

㈲幸ライフステーション 宇都宮市インターパーク2-12-3 656-6046 損害保険、生命保険

㈲柏企画（かしわダイニング） 宇都宮市鶴田2-6-22 616-2921 韓国料理

㈲那須化成 那須塩原市鍋掛1085-796 0287-64-3033 プラスチック成形

㈲飯塚企画オフィスウイング 宇都宮市平松本町1223-1 638-9381 結婚相談所

㈲フェードイン 宇都宮市鶴田町1710-91 648-9818 研修、ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ

㈱建売情報センター 宇都宮市上大曽町398-1 ブルースカイビル1F 666-5679 不動産仲介

㈱ストールマネジメント（マザーズクレープ） 宇都宮市駅前通り1-4-6 ララスクエアB1F 612-5628 クレープ

㈱４１６ 宇都宮市鶴田町3201-8 636-0090 美容室

中島塗装 宇都宮市南高砂町6-20 653-2434 塗装工事

㈱共栄 宇都宮市平出町4080-1 661-3181 木材建材卸、リフォーム工事

美容室ヴィーナス 宇都宮市東塙田2-6-4 621-5373 美容室

㈱カルテック 宇都宮市今宮4-6-30 615-0606 警備

ビジョナリテイリング㈱（フォード栃木） 宇都宮市インターパーク4-8-5 678-8943 新車、中古車

（合）いろは 宇都宮市八千代1-14-23 678-9041 障がい者福祉支援

えん鍼灸院・整骨院 宇都宮市桜5-7-10中村ビル1F-A 688-0431 鍼灸、柔道整復

あけぼの不動産鑑定 宇都宮市明保野町6-35 678-4693 不動産鑑定

Hair design works  COQOO 河内郡上三川町上三川3218 0285-39-6119 美容室

㈱Ｔｅａｍ ｕｐ 宇都宮市城南3-1-11 653-7935 人材派遣

㈲スペースサービス 下都賀郡壬生町安塚1775-1 0282-21-7431 自動車洗車、新車、中古車等

イーアイ興業㈱ 宇都宮市下平出町351-3 下平井事務所201 688-7545 土木工事

㈱小林外装 宇都宮市下栗1-10-2 612-2243 屋根・板金工事

アサヒ防水工業㈱ 宇都宮市下岡本町4043 673-1161 防水工事

㈲相場シーリング 宇都宮市駒生町1358-1 652-6034 防水工事

アイピーサービス 下都賀郡壬生町安塚1996-2 ロワールソレイユ2-202 0282-21-7330 損害保険

ＮＯＲＩ ｎｏ 穴 宇都宮市峰1-1-17 632-3038 バー、洋食

佐藤農園 宇都宮市岩曽町1016 661-8787 造園工事

吉尾左官 宇都宮市今宮4-10-6 658-3231 左官工事

Ｊ・ＳＴＡＮＣＥ 宇都宮市不動前3-3-33 サンワードヴィラF102 090-7568-9599 衣料品販売代行

㈱アクシス 宇都宮市中戸祭1-9-25 688-8390 情報システム構築

孔華 宇都宮市南一の沢町1-28キョウセイマンション103 632-5453 中華

栃木県生命保険協会 宇都宮市馬場通り3-2-1 朝日生命ビル5F 636-2437 業界団体

セントメリー日本語学院 宇都宮市大通り4-2-10 宮の橋センチュリーハイツ 627-9211 専門学校

㈲セントメリー興産 宇都宮市大通り4-2-10 宮の橋センチュリーハイツ 627-9211 不動産賃貸

（平成25年12月1日～平成26年3月10日加入分　順不同・敬称略） ※公開不可の事業所は掲載していませんので、ご了承ください。

事業所の名称 所 在 地 電   話 取扱品目

新
入
会
員
の
紹
介

グ
ル
ー
プ
討
論
で
意
見
を
交
わ
す
女
性
部
メ
ン
バ
ー

平成２５年度役員が集合して記念撮影
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販
路
拡
大
を
お
考
え
の
小
規
模
事
業
者
の
皆
さ
ま
へ
！

　

経
営
計
画
に
基
づ
い
て
実
施
す

る
販
路
拡
大
等
の
取
り
組
み
に
対

し
、
50
万
円
を
上
限
に
補
助
金（
補

助
率
２
／
３
）が
出
ま
す（
※
雇
用

の
増
加
を
伴
う
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
１
０
０
万
円
が
上
限
に
な
り

ま
す
）。
計
画
の
作
成
や
販
路
拡
大

の
実
施
の
際
に
は
、
当
所
の
指
導
・

助
言
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
対
象
事
業
】

経
営
計
画
に
基
づ
き
、
商
工
会
議

所
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
実
施
す

る
販
路
拡
大
等
の
た
め
の
事
業

【
補
助
対
象
者
】

◎
卸
売
業
・
小
売
業
・
サ
ー
ビ
ス
業

（
宿
泊
業
・
娯
楽
業
以
外
）
：
常
時

使
用
す
る
従
業
員
数
が
５
人
以
下

◎
サ
ー
ビ
ス
業（
宿
泊
業
・
娯
楽
業
）・

製
造
業
・
そ
の
他
：
常
時
使
用
す

る
従
業
員
数
が
20
人
以
下

【
補
助
対
象
経
費
】 

機
械
装
置
等
費
、

広
報
費
、
展
示
会
等
出
展
費
、
旅
費
、

開
発
費
、
資
料
購
入
費
、
雑
役
務
費
、

借
料
、
専
門
家
謝
金
、
専
門
家
旅
費
、

委
託
費
、
外
注
費

【
申
請
書
類（
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）】

経
営
計
画
書
・
補
助
事
業
計
画
書
・

事
業
支
援
計
画
書（
当
商
工
会
議
所

が
作
成
）※
商
工
会
議
所
の
支
援
を

受
け
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

【
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

◎
第
１
次
公
募　

５
月
下
旬
締
切

（
６
月
下
旬
採
択
、順
次
交
付
決
定
：

日
本
商
工
会
議
所
が
担
当
）

◎
第
２
次
公
募　

７
月
上
旬
公
募
開

始
、
９
月
上
旬
締
切（
９
月
下
旬
採

択
、
順
次
交
付
決
定
：
日
本
商
工

会
議
所
が
担
当
）

経
営
支
援
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

http
://w

w
w

.u-cci.or.jp

問合せ

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

◎
日
本
政
策
金
融
公
庫（
国
民
生

活
事
業
）の
非
対
象
業
種
の
方

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

■
融
資
の
条
件

■
貸
付
金
額
1
5
0
0
万
円
超
と

な
る
場
合
の
条
件

◎
事
業
計
画
書
を
作
成
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

◎
融
資
が
実
行
さ
れ
、
貸
付
金

額
の
残
高
が
1
5
0
0
万
円

超
で
あ
る
期
間
は
、
6
ヵ
月
以

内
に
1
回
以
上
商
工
会
議
所

の
経
営
指
導
員
が
実
地
訪
問

し
ま
す
。

※
利
率
は
金
融
情
勢
に
よ
り
変

わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
耐

用
年
数
を
経
過
し
た
設
備
の

更
新
の
た
め
の
資
金
は
、
特
例

制
度
に
よ
り
利
率
が
低
減
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

（注） 

平
成
26
年
度
予
算
成
立
が
前
提

と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
マ
ル
経
融
資
制
度
は
、
小
規
模
事

業
者
の
方
が
経
営
や
技
術
の
改
善

を
図
る
た
め
の
資
金
を
、
無
担
保
・

無
保
証
人
、
低
金
利
で
融
資
が
受

け
ら
れ
る
国
の
特
別
貸
付
で
す
。
平

成
26
年
度
予
算
成
立
が
前
提
と
な

り
ま
す
が
、
4
月
1
日
か
ら
融
資

限
度
額
が
2
0
0
0
万
円
に
引
き

上
げ
ら
れ
、
ま
す
ま
す
利
便
性
が
向

上
し
ま
す
。

■
融
資
の
流
れ

※
お
申
し
込
み
か
ら
融
資
実
行
ま

で
に
、
約
2
週
間
〜
3
週
間
程

度
か
か
り
ま
す
。

※
国
の
特
別
貸
付
な
の
で
、
日
本

政
策
金
融
公
庫（
国
民
生
活
事

業
）か
ら
融
資
さ
れ
ま
す
。

※
審
査
の
結
果
、
ご
希
望
に
沿
え

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
ご
利
用
で
き
る
方

◎
従
業
員
数
が
製
造
業
・
建
設
業

等
は
20
人
以
下
、
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
は
５
人
以
下（
た
だ
し
、

宿
泊
業
お
よ
び
娯
楽
業
は
20
人

以
下
）の
方
。

※
事
業
主
、
家
族
従
業
員
、
臨
時
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
法
人

の
役
員
を
除
き
ま
す（
法
人
役

員
の
家
族
従
業
員
は
従
業
員
と

み
な
し
ま
す
）。

◎
宇
都
宮
市
内
で
１
年
以
上
営
業

し
て
お
り
、
商
工
会
議
所
の
経

営
指
導
を
６
カ
月
以
上
受
け
て

い
る
方
。

◎
所
得
税
ま
た
は
法
人
税
、
事
業

税
、
住
民
税（
県
民
税・市
民
税
）

等
を
完
納
し
て
い
る
方
。

マ
ル
経
融
資

経
営
支
援
部

☎
6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

マ
ル
経
融
資
限
度
額
が
2
0
0
0
万
円
に
引
き
上
げ
!!

談
相

推薦融
資
実
行

相 

談
・
申
し
込
み

商
工
会
議
所
の

経
営
指
導
員
が
実
訪
調
査

日
本
政
策
金
融
公
庫

商
工
会
議
所
の
審
査

融資限度額 利 率

運転資金
設備資金

2,0００万円

運転資金
７年以内

（うち据置１年以内）

設備資金
10年以内

（うち据置2年以内）

不　要

(           )信用保証協会の
保証も不要

１.60％
(平成26年4月1日現在)

返済期間 担保・保証人

談
相

推薦融
資
実
行

相 

談
・
申
し
込
み

商
工
会
議
所
の

経
営
指
導
員
が
実
訪
調
査

日
本
政
策
金
融
公
庫

商
工
会
議
所
の
審
査

融資限度額 利 率

運転資金
設備資金

2,0００万円

運転資金
７年以内

（うち据置１年以内）

設備資金
10年以内

（うち据置2年以内）

不　要

(           )信用保証協会の
保証も不要

１.60％
(平成26年4月1日現在)

返済期間 担保・保証人

【申請手続】

① 経営計画の策定

② 補助事業計画書の作成

④ 補助事業計画書の提出

⑤ 補助事業計画書の審査・採択

⑥ 補助金の交付決定

⑦ 販路拡大の取り組み実施

③ 地元商工会議所で
　 事業支援計画書を受領

⑧ 実績報告書等の提出

⑨ 補助金の受領（精算払い）

商工会議所の指導・助言を
受けることができます

経
営
支
援
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

商
業
簿
記
の
基
本
か
ら
日
商
簿
記
３
級
程
度
ま
で

初
級
簿
記
講
座

　

簿
記
を
は
じ
め
て
学
ぶ
方
や
、

知
識
を
身
に
つ
け
実
務
に
役
立
て

た
い
方
に
お
す
す
め
の
講
座
で
す
。

【
期
間
】

６
月
３
日（
火
）〜
10
月
10
日（
金
）

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

※
原
則
と
し
て
毎
週
火
・
金
曜
日

【
講
義
回
数
】　

34
回

【
会
場
】当
所
２
階
大
会
議
室

【
講
師
】栃
木
県
立
宇
都
宮
商
業
高

等
学
校
教
諭

【
受
講
料
】

１
万
２
千
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

【
定
員
】50
人

【
受
講
資
格
】市
内
在
住
ま
た
は
市
内

の
事
業
所
に
勤
務
す
る
方（
学
生
は

除
く
）。

【
申
込
】所
定
の
申
込
書（
本
号
折
り

込
み
チ
ラ
シ
）に
必
要
事
項
を
ご
記

入
の
上
、
受
講
料
を
添
え
て
直
接
当

所
窓
口
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

経
営
の
先
行
き
に
不
安
を

感
じ
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
は
、

中
小
企
業
の
再
生
に
向
け
た
取
り
組
み

を
支
援
す
る
た
め
都
道
府
県
ご
と
に
設

置
さ
れ
て
い
る
公
正
中
立
な
公
的
機
関

で
す
。

　

事
業
の
収
益
性
は
あ
る
が
、
財
務
上

の
問
題
を
抱
え
て
い
る
中
小
企
業
を
対

象
に
、
き
め
細
か
い
経
営
相
談
・
再
生

支
援
を
行
い
ま
す
。

栃
木
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

（
栃
木
県
産
業
会
館
7
Ｆ
）

☎
6
1
0- 

4
1
1
0

宇
都
宮
商
工
会
議
所 

経
営
支
援
部

☎
6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

第一次対応第二次対応

企
業
再
生

専
任
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

窓
口
相
談

●	

財
務
諸
表
等
に
よ
り
現
状
分
析

●	

支
援
施
策
の
紹
介

●	

企
業
再
生
の
可
能
性
の
検
討

専
門
家
チ
ー
ム
が

再
生
計
画
の
策
定
を
支
援

●	

再
生
手
法
の
検
討
→
再
生
計
画

　
の
策
定

●	

債
権
者
間
調
整
〜
合
意

※金融機関も独自に中小企業支援コンサルティングを行なっており、その過程で再
　生支援協議会を紹介されることもあります。

再
生
計
画
を
策
定
し
て

金
融
機
関
と
の
調
整
が
必
要
な
場
合

再
生
計
画
ス
タ
ー
ト

● 

再
生
計
画
の
進
捗
状
況
を
サ
ポ
ー
ト

総務部 ☎637-3131

問合せ

　平成 26 年度の商工会議所の会費につきましては、4月30日（水）に
指定の口座から引き落としをさせていただきますので、よろしくお願いします。
　また、銀行窓口においてお振り込みの方には、後日ご案内を送付します。
　なお、会費の口座振替をご利用の方で、領収書をご希望される方は、ご面倒
をおかけしますが、総務部までご連絡ください。
（すでに領収書の発行を申し込んでいる方は、本年度も同様に発行します）

会費の口座引き落としについて

宇都宮商工会議所

 会員の皆様へ
お知らせ



有限会社 レザール広告事務所
028-307-0201 028-307-4876

1213 April 2014

研
修
会・社
内
会
議
な
ど
に

ご
活
用
く
だ
さ
い
！

　

当
所
で
は
、
会
員
お
よ
び
商
工

業
者
の
皆
さ
ま
に
、
セ
ミ
ナ
ー
、

講
習
会
、
研
修
会
、
社
内
会
議
な

ど
を
開
催
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

貸
会
議
室
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

約
70
人
収
用（
教
室
型
）で
、
使

い
が
っ
て
の
よ
い
貸
会
議
室
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。総

務
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

貸
会
議
室

約７０人収容（教室型）の貸会議室

本
誌『
天
地
人
』の
記
事
を
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
天
地
人

　

会
員
の
皆
さ
ま
に
毎
月
お
届
け

し
て
い
ま
す
、
会
報
「
天
地
人
」

（
８
０
０
０
部
発
行
）
の
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
見
ら
れ
ま
す
。

　
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
天
地
人
」
の
内
容

は
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
掲
載

し
て
い
る
「
巻
頭
特
集
」
や
、
歴

史
的
読
み
物
「
な
る
ほ
ど
宇
都
宮
」、

そ
し
て
シ
リ
ー
ズ
で
連
載
し
て
い
る

「
宇
都
宮
の
老
舗
企
業
」「
社
是
・

社
訓
は
企
業
の
原
点
」「
明
日
を
切

り
拓
く
宇
都
宮
の
企
業
」
な
ど
、

に
届
く
媒
体
で
す
の
で
、
広
告
効

果
も
期
待
で
き
ま
す
。
貴
社
の
事

業
や
商
品
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
ツ
ー
ル
と

し
て
、
ぜ
ひ
積
極
的
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

　
「
天
地
人
」
に
は
、
会
員
の
皆

さ
ま
の
情
報
を
読
者
に
お
伝
え
す

る
「
会
員
情
報
局
」
コ
ー
ナ
ー
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
掲
載
申
込
書
も
、

本
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
前

本
誌
で
人
気
の
高
い
記
事
の
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
で
す
。
掲
載
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形

式
で
す
の
で
、
会
報
掲
載
時
と
同
じ

レ
イ
ア
ウ
ト
で
閲
覧
が
可
能
。
も
ち

ろ
ん
、ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
印
刷
し
、

じ
っ
く
り
読
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
も

で
き
ま
す
（
印
刷
サ
イ
ズ
は
、
プ
リ

ン
タ
ー
の
性
能
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま

す
）。

　

ま
た
、「
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
広
告
」「
記

事
型
広
告
」「
折
込
チ
ラ
シ
」
な
ど

の
広
告
等
の
ご
案
内
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。
毎
月
会
員
企
業
な
ど
に
確
実

号
ま
で
の
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す

が
、最
新
号
の
会
報
「
天
地
人
」
は
、

引
き
続
き
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
届
け

し
ま
す
。

　

電
子
メ
ー
ル
で
お
届
け
し
て
い
る

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
e-

天
地
人
」

と
も
ど
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
っ
た
情
報
提
供
を
、
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

総
務
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

◎会報「天地人」ホームページ

http: //www.u - t ench i j i n. com
（商工会議所ホームページのトップページからも見ることができます）

補
助
金
制
度
の 

一 

部
に
改
正
が
あ
り
ま
し
た

　
「
中
心
商
業
地
新
規
出
店
促
進
事

業
補
助
金（
空
き
店
舗
補
助
金
）」は
、

平
成
15
年
度
か
ら
宇
都
宮
市
中
心

商
業
地
の
一
定
条
件
を
満
た
し
た

空
き
店
舗
お
よ
び
大
谷
石
蔵
に
新

規
出
店
し
、
受
給
資
格
認
定
を
受

け
る
と
内
外
装
改
造
費（
天
井
・
壁
・

床
・
塗
装
・
電
気
・
給
排
水
・
サ

イ
ン
工
事
な
ど
）と
家
賃
の
一
部
が

補
助
を
受
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。

　

平
成
26
年
4
月
か
ら
制
度
の
一

部
改
正
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

【
改
正
後
】

家
賃
の
請
求
に
つ
い
て
、
開
店
か

ら
３
カ
月
分（
改
正
前
6
カ
月
分
）の

家
賃
を
補
助
の
対
象
と
す
る
。（
1

坪
あ
た
り
4
0
0
0
円
が
上
限
）。

　

こ
れ
か
ら
出
店
を
計
画
さ
れ
て
い

る
方
、
制
度
の
詳
細
を
聞
き
た
い
方

は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
な
お
、
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
詳
細
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

地
域
振
興
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

宇
都
宮
市
商
工
振
興
課

☎
6
3
2-

2
4
3
4

問合せ

中
心
商
業
地
新
規
出
店
促
進
事
業
補
助
金（
空
き
店
舗
補
助
金
）

収容人数

申込方法

駐車場

約70人（教室型）

貸会議室の概要

備    品

その他

机、椅子、マイク、黒板、
ホワイトボード、スクリーン

・公の秩序または善良な風俗を乱す恐れがあるとき
・施設または付属設備をき損し、または汚損する恐れがあるとき
・物品販売および展示、会員勧誘、またはこれに類似する恐れがあるとき
・政治的、宗教的活動にわたる恐れがあるとき　・その他管理上支障があるとき
・机等を移動させた場合は、現状復帰とする

・予約については、３カ月以内とさせていただきます。
・会議室の空き状況を電話でご確認の上、お申し込みください。
・申込書は、ご連絡いただければＦＡＸまたは郵送させていただきます。
※ホームページ（http://www.u-cci.or.jp/kaigisyo/cci08.html）から
  ダウンロードもできます
〈お申し込み先：　総務部　TEL 028-637-3131　FAX 028-634-8694〉

次の場合には使用をお断りし、また使用中であっても注意させていただきます。

※使用できるのは、平日の昼間のみです（夜間、土日祝祭日は使用できません）。 　※準備・片付けは使用時間に含みます。

貸会議室の使用時間・料金（税込）

使用時間区分 9:00～17:00

10,800円

16,200円

9:00～12:00

5,400円

8,640円

13:00～17:00

5,940円

9,720円

１日 午前 午後

会員料金

非会員料金

栃木県産業会館入居団体全体の駐車場となっており、多数のお客様がご
利用されますので、駐車出来ない場合があります。
公共交通機関をご利用いただくか、満車の場合は、近隣の有料駐車場を
ご利用ください。



商工会議所共済制度

1415 April 2014

総
務
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱

宇
都
宮
営
業
所

☎
6
3
7-

7
6
7
0

総
務
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

　

4
月
の
ふ
れ
あ
い
共
済
等
振
替

日
は
、

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、ご
準
備
い

4
月
22
日（
火
）

た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
共
済
等 

口
座
振
替
日

■産学連携相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 産学連携に関すること
相談員	 宇都宮大学准教授、コーディネーター等	 　
申　込	 申し込みを受付後、希望日を調整して訪問します
問合せ	 地域振興部

■メンタルヘルス相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 個別事案の対応、メンタルヘルス対策導入方法、復職支援、
　　　　 ストレスチェック実施方法、メンタルヘルス研修の開催など
対　象	 会員企業の経営者、人事・総務担当などの管理職
相談員	 産業カウンセラー
問合せ	 地域振興部

■企業年金相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 企業年金、退職金制度導入、組み換えなど
相談員	 栃木県ファイナンシャル・プランナーズ協同組合員
問合せ	 総務部

■税務相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 所得税、法人税、相続税、その他各種相談
相談員	 税理士　
問合せ	 経営支援部

■個人情報保護法対策相談
内　容	 個人情報の安全管理と社内整備、適法・不適法確認と
 　　　   改善策、漏えい賠償保険のリスク診断、有事の対応など
受付・回答   「個別相談」受付カードにより相談申込を受付、�相談員を
　　　　 派遣またはFAX・電話で迅速に回答
相談員	 協力保険会社9社のスタッフ・コンサルタント　
問合せ	 総務部

■法律相談（毎月第2火曜日）
日　時	 5月13日  午後１時30分〜４時30分
受　付	 午後1時〜 3時（先着10人まで）
内　容	 ＰＬ法関係、売掛金の回収方法、�不渡手形の処理方法、
	 従業員の交通事故、不動産取引など
相談員	 弁護士	
問合せ	 経営支援部

■弁理士知財相談（毎月第1金曜日） 
　1日知財窓口（毎月第3金曜日・要予約）
日　時	 4月18日、5月2日　午後１時30分〜４時30分
受　付	 午後１時〜４時
内　容	 特許、実用新案、商標、意匠登録その他発明に関する各種相談
相談員	 弁理士	
問合せ	 経営支援部
※一日知財窓口は、事前に栃木県産業振興センター（☎670-2617）への
　予約が必要です。

専 門 相 談

 無料の専門相談です。
各分野の専門家が、

あなたの相談に応じます。
会場  法律・ 弁理士知財相談 ・ 1日知財窓口 ・ メンタルヘルス相談は
　　                             　宇都宮商工会議所  ☎637-3131

福
祉
制
度

　

当
所
の
福
祉
制
度
と
し
て
新
た

に
加
わ
っ
た「
定
期
保
険
Ｏ
Ｋ
ラ
イ

フ
」（
ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
が
３
月

17
日
か
ら
販
売
開
始
）を
紹
介
し
ま

す
。

◎
特
徴
１

健
康
に
不
安
が
あ
っ
て
も
お
申
し

込
み
し
や
す
い
98
歳
満
了
の
定
期

保
険
で
す
。

※
こ
の
保
険
は
定
期
保
険
の
た
め
、

◎
特
徴
4

所
定
の
要
件
に
よ
り
保
険
料
の
１

／
２
が
損
金
算
入
可
能
で
す（
全
期

払
と
短
期
払
で
は
保
険
料
の
経
理

処
理
が
異
な
り
ま
す
）。

（「
法
人
税
基
本
通
達
9

3

5
」お
よ

び「
平
成
20
年
2
月
28
日
付
課
法
23 

課
審
5

1
8
」）

　

従
来
か
ら
販
売
し
て
い
る
、
ア

ク
サ
生
命
の
一
生
保
障
の「
医
療
保

険
Ｏ
Ｋ
メ
デ
ィ
カ
ル
」『
限
定
告
知

型
終
身
医
療
保
険（
無
解
約
払
戻
金

保
険
期
間
満
了
後
の
保
障
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
引
受
基
準
を
緩
和
し

た
商
品
で
す
の
で
、
ア
ク
サ
生
命
の

他
の
定
期
保
険
に
比
べ
て
、
保
険
料

が
割
増
し
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
特
徴
2

死
亡
退
職
金
や
弔
慰
金
、
解
約
時
の

払
い
も
ど
し
金
を
利
用
し
た
役
員
退

職
慰
労
金
の
準
備
に
ご
活
用
で
き
ま

す
。

◎
特
徴
3

所
定
の
期
間
経
過
後
に
は
、
払
済
限

定
告
知
型
終
身
保
険
へ
変
更
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

型
）』も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
併
せ
て

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

◎
特
徴

持
病
の
あ
る
方
や
、
過
去
に
入
院
・

手
術
を
さ
れ
た
方
で
も
、
お
申
し
込

み
し
や
す
い
医
療
保
険
で
す
。

※
こ
の
保
険
は
引
受
基
準
を
緩
和

し
た
商
品
で
す
の
で
、
ア
ク
サ
生

命
の
他
の
医
療
保
険
に
比
べ
て
、
保

険
料
が
割
増
し
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
記
載
内
容
は
、
福
祉
制
度
の
一
部

を
記
載
し
た
も
の
で
す
。
ご
加
入

に
あ
た
っ
て
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

重
要
事
項
説
明
書（
契
約
概
要
・
注

意
喚
起
情
報
）を
必
ず
ご
覧
く
だ
さ

い
。

新
商
品「
定
期
保
険
Ｏ
Ｋ
ラ
イ
フ
」が

新
た
に
福
祉
制
度
に
加
わ
り
ま
し
た
！

宇
都
宮
市
中
心
商
店
街
連
合
会「
共
通
駐
車
券
事
業
」の
終
了

共
通
駐
車
券

　

中
心
市
街
地
の
13
商
店
街
で
構

成
す
る
宇
都
宮
市
中
心
商
店
街
連

合
会
が
、
長
年
に
わ
た
り
実
施
し

て
き
た
共
通
駐
車
券
事
業
は
、
平

成
27
年
１
月
31
日
を
も
っ
て
終
了

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

に
伴
い
、
共
通
駐
車
券
の
販
売
を

平
成
26
年
３
月
31
日
で
終
了
し
ま

し
た
。

　

本
事
業
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
加
盟
事
業
所
様
な
ら
び
に
取

り
扱
い
駐
車
場
様
に
対
し
ま
し
て
は

心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も

に
、
終
了
に
伴
い
ご
不
便
を
お
か
け

す
る
こ
と
に
関
し
ま
し
て
、
深
く
お

詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

な
お
、
未
使
用
駐
車
券
の
換
金
期

間
な
ど
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
詳
細

に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
と

な
り
ま
す
の
で
、
お
手
数
を
お
か
け

し
ま
す
が
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

宇
都
宮
市
中
心
商
店
街
連
合
会

事
務
局（
宇
都
宮
商
工
会
議
所 

地
域
振
興
部
内
）

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

【
共
通
駐
車
券
販
売
終
了
日
】

平
成
26
年
３
月
31
日

【
未
使
用
共
通
駐
車
券
換
金
開
始
日

（
加
盟
店
向
け
）】

平
成
26
年
４
月
１
日

※
有
効
期
限
が
平
成
26
年
４
月
１

日
以
降
の
未
使
用
駐
車
券
に
限
り

ま
す
。

【
共
通
駐
車
券
有
効
期
限
終
了
日

（
最
終
発
行
分
）】

平
成
26
年
12
月
31
日

【
未
使
用
共
通
駐
車
券
換
金
終
了
日

（
加
盟
店
向
け
）、
駐
車
料
支
払
期
間

終
了
日（
取
り
扱
い
駐
車
場
向
け
）、

共
通
駐
車
券
事
業
終
了
日
】

平
成
27
年
１
月
31
日

【AXA-C-140319】

長
期
保
障
の

「
定
期
保
険
Ｏ
Ｋ
ラ
イ
フ
」

限
定
告
知
型
定
期
保
険

（
低
払
い
も
ど
し
金
型
）

一
生
保
障
の

「
医
療
保
険
Ｏ
Ｋ
メ
デ
ィ
カ
ル
」

限
定
告
知
型
終
身
医
療
保
険

（
無
解
約
払
戻
金
型
）



「口角」

も
し
、
苦
し
ん
で
も
、
楽
し
て
も

同
じ
よ
う
な
結
果
が

引
き
寄
せ
ら
れ
る
の
な
ら

楽
な
方
が
い
い
。

深
く
楽
し
め
て
る
人
が

一
番
楽
だ
か
ら
。

書
道
家

 

武
田 

双
雲

　書道家。熊本育ち。３歳から母である
双葉（そうよう）に師事。東京理科大学、
ＮＴＴ退社後、ストリートからはじめる。
ＮＨＫ大河ドラマ「天地人」や世界遺産「平
泉」など数々の題字を手がける。全国で
ユニークな個展を開催。著書は、作品集
【絆】、【上機嫌のすすめ】など 20 を超え
る。書道教室は約３００名（２００５年よ
り満席状態が続く）。公式ブログ「書の力」
のアクセス数は、１日５万を超える。 
⇒ http://ameblo.jp/souun

武
田  

双
雲 

／ 

た
け
だ
・
そ
う
う
ん

〈 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

〉

会員情報局

6,200約

6,230 3028-307-0201
www.lesarts.jp

宇都宮市曲師町3-8 角常ビル3F

レザール広告事務所有限
会社

◎栃木県立博物館 ☎634-1311�
自然系テーマ展「郷土の植物研究家　関本平八」
栃木県で初めて本格的な維管束植物リスト「栃木県植物総覧」を作
成した、芳賀町生まれの植物研究家関本平八の業績を初公開する。

（同館ＨＰより）6月15日（日）まで
一般＝250円／大高生＝120円／中学生以下無料

◎宇都宮美術館 ☎643-0100
「第4回宇都宮美術の現在展」4月13日（日）まで
宇都宮市在住、在勤の作家の、日本画、洋画、版画、彫刻、工芸、書、
写真、各分野の作品より、宇都宮美術の現況を紹介。（同館ＨＰより）
一般＝600円／大高生＝400円／小中学生＝200円
※「シャガール展」4月27日（日）～ 6月22日（日）詳細はお問い合わせください。

◎栃木県立美術館 ☎621-3566
企画展「真岡発：瑛九と前衛画家たち展－久保貞次郎と
宇佐美コレクションを中心に」
4月19日（土）～ 6月22日（日）
　宇佐美兼吉が収集した、戦後前衛芸術の先駆者、瑛吉の貴重
な自刷りエッチング、絵画の名品を展示。（同館ＨＰより）
一般＝800円／大高生＝500円／中学生以下無料

1617 April 2014

「天地人」 広告の申し込み・問合せは
 有限会社 レザール広告事務所

☎307-0201 5307-4876
有限会社  栃木広告社

☎639-1115 5639-1116

会員入会ご希望の方を
ご紹介ください

−がんばる経営をお手伝いします−
宇都宮商工会議所　総務部

☎ 637-3131 5634-8694

チラシ・カタログ展示
コーナーご案内

会員企業展示
コーナー設置

※ご希望の方は、総務部あてお電話でご
　連絡ください。
　申込書を FAX で送信します。

　
総
務
部

　
☎	

6
3
7-

3
1
3
1

	

6
3
4-

8
6
9
4

商工会議所入口でＰＲ

問合せ

■
投
稿
先

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所

	

会
報
「
天
地
人
」

	

（
商
い
川
柳
）
係

	

〒
3
2
0–

0
8
0
6

	

宇
都
宮
市
中
央
3–

1–

4

	

5
6
3
4–

8
6
9
4

投
稿
対
象

会
報
「
天
地
人
」
読
者
（
会
員
に
限

り
ま
せ
ん
の
で
、
当
会
報
を
ご
覧
の

読
者
全
員
が
対
象
で
す
）

課
題

商
工
全
般
に
関
わ
る
川
柳

（
題
は
特
定
し
ま
せ
ん
）

要
領

①
毎
月
末
日
締
切

②
１
人
３
句
ま
で
、
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
職
業
（
事
業
所
名
）
を　

　

記
入
し
て
、
は
が
き
、
手
紙
、

　

Ｆ
A
Ｘ
に
よ
り
、
楷
書
で
投
稿

③
優
秀
作
品
を
年
間
表
彰

会員登録情報の変更について
ご変更がありましたらご一報ください！
　社名・支店名などの事業所名の変更、事業所または事務
所の移動による住所の変更、代表者または支店長の変更な
どが生じました場合には、総務部会員担当まで、ご連絡を
お願いします。

〈 問合せ〉　総務部 ☎６３７-３１３１

頭の体操をはじめよう！ クロスワードパズル

応募先 〒320−0806 宇都宮市中央 3 -1- 4　
宇都宮商工会議所 会報「天地人」係　E-Mail:info@u-cci.or.jp
※個人情報保護法に基づき、応募データは上記目的以外には使用しません。

A
か
ら
H
の
文
字
を
並
べ
替
え
て
、あ
る
言
葉
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い

〈
ヒ
ン
ト
〉最
近
、金
融
関
係
で
よ
く
聞
く「
N
I
S
A
」、日
本
語
で
言
う
と
？

1.
2.
3.
4.
6.
7.
9.

13.
14.
15.
17.
19.
21.
23.
24.

1.
5.
8.

10.
11.
12.
14.
16.
18.
20.
22.
23.
25.
26.

春、薄い赤や白い花を咲かせ、街路樹としても人気の樹木
「北大西洋条約機構」の英語の頭文字をつないだ呼び方
動物などを入れる設備
牧場などで牛の首についているのを見かけます

「店の跡を継ぐ前に少し○○の飯を食って来い」などと
室内でのゆったりしたくつろぎ着

「京の五条の橋の上」で源義経と戦った○○○○○弁慶
“COW”日本語で言うと？
支持塔によって空中にかけわたした電線
あれこれ欲しがらないこと
災害、介護、いやしなどに○○○○技術開発は日進月歩
にがわらい
“しょう油”を英語で言うと○○ソース
日本という国は大小の○○で成り立っています
.師が治療をあきらめること。「○○を投げる」

江戸時代、初めて麻酔を使って手術をした医師○○○○青洲
TV「お宝鑑定団」によく出る○○○・骨董蒐集趣味の人びと
塩などに多く含まれる元素記号「Na」と表される元素
日本や中国で奏される撥弦楽器、「琴」とも言う
自己中心主義のこと「○○イズム」
ラテン音楽の名曲「○○○・ムーチョ」、トリオ・ロス・パンチョスが歌ってヒット
骨格の成長・強化に大切な成分

「○○○で残るより記録に記憶に残りたい」などとよく言いますね
夕方のうす暗い色、「○○○○蒼然」などと使われる
車の○○○○を防ぐためにブレーキの点検には細心の注意を！
あらゆる手練手管を○○して、何とか商談成立にこぎつける
政治のやり方を誤ると、政権崩壊のもと
成長した羊の肉、子羊の肉はラム
どの業種でも客からの○○○○処理には丁寧な応対が大切です

●ヨコのカギ

●タテのカギ

先
月
号
の
答
え : 

チ
ク
デ
ン
チ
ク
ド
ウ

●	

回
答
を
ハ
ガ
キ
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
明
記
の
上
、

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所「
天
地
人
」担
当（
下
記
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

	

正
解
者
の
中
か
ら
5
名
様
に
5
0
0
円
分
の

	

図
書
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。

	

締
め
切
り
4
月
30
日
到
着
分
ま
で
。

	

※
当
選
発
表
は
、
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

業種
靴・バッグ 修理・クリーニング 代表  遠藤   信さん

〈所在地〉
宇都宮市江野町６-３

4614-4192 5614-4193
http://www.kutsusenka.com

靴専科 宇都宮店

　

靴
専
科
の
工
房
に
は
、
靴
お
よ
び
バ
ッ

グ
修
理
の
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
が
集
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

革
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
実
現
し
た
靴

専
科
！
そ
の
技
術
は
修
理
に
と
ど
ま
ら

ず
、創
作
も
で
き
る
ほ
ど
。だ
か
ら
こ
そ
、

難
題
も
解
決
し
、
満
足
で
き
る
仕
上
が

り
を
ご
提
供
で
き
る
の
で
す
。

　

お
客
様
の
大
切
な
靴
・
バ
ッ
グ
を
修
理

す
る
な
ら
、
感
動
技
術
の
靴
専
科
へ
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

花
ち
ら
り
ほ
ろ
り
待
つ
身
を
慰
め
る

一
病
を
持
っ
て
命
を
重
く
す
る

深
呼
吸
し
て
カ
レ
ー
屋
を
通
り
過
ぎ

陽
炎
を
踏
み
分
け
て
ゆ
く
高
い
靴
音

あ
た
た
か
い
家
族
の
絆
炬
燵
か
ら

啓け
い
ち
つ蟄
へ
子
供
も
外
を
恋
し
が
る

春
一
番
二
番
が
来
な
い
ま
ま
の
春

団
地
の
静
け
さ
を
引
き
裂
く
登
下
校

瀬
の
音
の
俄
に
高
く
彼
岸
く
る

消
費
税
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
抱
き
合
わ
せ

髙
田　

武
子

星　
　

政
造

石
田
武
三
郎

伊
藤　

王
子

小
野
口　

博

古
内
か
ほ
る

福
田　
　

弘

鈴
木
芙
美
子

宮
田　
　

仁

渡
辺　

一
郎

（
主
婦
）

（
無
職
）

（
紋
章
店
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

（
無
職
）

第
199
回
荒
井 

宗
明
選

〈
評
〉
信
号
越
え
て
も
つ
れ
行
く
蝶
。

〈
評
〉
医
者
の
言
葉
の
今
日
も
変
ら
ず
。

〈
評
〉
下
校
の
腹
に
寒
い
ポ
ケ
ッ
ト
。

　

よ
う
や
く
暖
か
な
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
最
近
は
健
康
の
た
め
に
山
歩
き
を

楽
し
む
人
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
栃
木

県
内
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
と
し
て
活
躍
し
そ
う
な
の
が
、
本
書
で

す
。
県
内
１
５
０
コ
ー
ス
を
地
域
別
に
、

写
真
や
文
章
、
地
図
な
ど
で
分
か
り
や

す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。
初
心
者
向
け
・

一 

般
向
け
・
健
脚
者
向
け
に
分
類
さ
れ
て

い
る
の
も
、あ
り
が
た
い
工
夫
で
し
ょ
う
。

編
者
で
あ
る「
宇
都
宮
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ

ブ
」は
会
員
約
３
０
０
人
、
月
に
約
20
回

も
の
山
行
を
実
行
し
て
い
て
、
そ
の
経

験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
実
践
的
で
詳
細
な

紹
介
も
本
書
の
魅
力
で
す
。
巻
末
に
は

ハ
イ
キ
ン
グ
基
礎
知
識
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。
家
族
や
グ
ル
ー
プ
で
ハ
イ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
を
探
す
と
き
、
ぜ
ひ
本
書
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
オ
ー
ル
カ
ラ
ー

で
、
見
て
い
る
だ
け
で
も
楽
し
め
ま
す
。

『
栃
木
の
山
１
５
０
』

宇
都
宮
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ 

［
編
］

随
想
舎

1
8
0
0
円
＋
税



1819 April 2014

●ビジネススケジュール●　宇都宮商工会議所カレンダー 20144月 〜   5月 卯月─皐月

四
月
十
二
日（
土
）～
十
三
日（
日
）　

血
方
神
社
春
季
例
大
祭（
小
山
市
間
々
田
）

　
小
山
市
田
間
に
鎮
座
す
る
血
方
神
社
で
は
、

春
季
例
大
祭
の
際
、
神
事
の
あ
と
五
穀
豊
穣

を
祈
願
し
太
々
神
楽
が
奉
納
さ
れ
る
。
神
楽

は
明
治
期
半
ば
か
ら
始
ま
り
、
な
か
で
も「
五

行
の
舞
」が
最
も
華
や
か
。
田
間
地
区
の
小

学
生
低
学
年
の
女
子
十
人
が
稚
児
と
し
て
神

楽
を
舞
う
の
が
見
ど
こ
ろ
。
小
山
市
無
形
民

俗
文
化
財
。

四
月
十
三
日（
日
）～
十
七
日（
木
）　

弥
生
祭（
日
光
市
日
光
）

　
奈
良
時
代
か
ら
続
く
日
光
二
荒
山
神
社
の

例
祭
と
し
て
知
ら
れ
る
。
古
か
ら
の
し
き
た

り
と
格
式
を
重
ん
じ
る
た
め
、
町
内
同
士
で

い
ざ
こ
ざ
が
よ
く
発
生
す
る
。
別
名「
ご
た
祭

り
」。
見
ど
こ
ろ
は
、
東
町
、
西
町
か
ら
繰

り
出
さ
れ
る
花
家
体
。
日
光
の
春
の
訪
れ
を

知
ら
せ
る
祭
り
で
あ
る
。
十
六
日（
水
）に
は

宵
祭
が
行
わ
れ
る
。

四
月
二
十
日（
日
）

唐
澤
山
神
社
奉
納
武
道
大
会（
佐
野
市
）

　
唐
澤
山
神
社
は
、
平
将
門
を
滅
ぼ
し
た
藤

原
秀
郷
を
祀
る
神
社
。
こ
の
日
境
内
で
、
柔

道
、
弓
道
、
剣
道
の
試
合
が
奉
納
さ
れ
る
。

二
十
五
日（
金
）に
は
、春
の
大
祭
が
行
わ
れ
る
。

五
月
五
日（
月
・
祝
）

間
々
田
の
蛇
祭
り（
小
山
市
）

　
間
々
田
の
鎮
守
八
幡
宮
の
祭
り
。「
ジ
ャ
ガ

マ
イ
タ
」の
掛
け
声
と
と
も
に
、
蛇
を
形
作
っ

た
蛇
体
を
町
民
が
担
い
で
練
り
歩
く
。

宇都宮伝統文化連絡協議会長  柏村  祐司

　

栃
木
県
内
に
は
、
六
十
近
く
の
獅
子

舞
団
体
が
あ
る
が
、
本
県
の
獅
子
舞
の
特

徴
の
一
つ
に
、
流
派
を
名
乗
る
獅
子
舞
が

多
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
中
で
も
宇
都

宮
市
関
白
の「
関
白
神
獅
子
舞
」を
祖
と

す
る
関
白
流
獅
子
舞
と
、
日
光
市
文
挟

に
所
在
し
た
獅
子
舞
を
祖
と
す
る
文
挟

流
獅
子
舞
は
、
本
県
獅
子
舞
の
二
大
流

派
と
し
て
知
ら
れ
る
。

　

関
白
神
獅
子
舞
は
、
地
元
に
残
る
文

書
記
録
か
ら
、
元
禄
十（
一
六
九
七
）年
こ

ろ
に
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。

当
初
は
個
人
的
な
意
味
合
い
が
強
く
、
後

に
道
具
の
管
理
等
の
面
か
ら
関
白
村
の
獅

子
舞
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
と
も
あ
れ

関
白
獅
子
舞
は
、
本
県
の
獅
子
舞
の
中
で

は
起
源
が
古
く
、
各
方
面
か
ら
注
目
さ

れ
た
。
先
の
文
書
記
録
に
よ
る
と
、
元
禄

十
年
こ
ろ
に
宇
都
宮
藩
主
の
前
で
獅
子
舞

を
披
露
し
て
い
る
。
天
保
九（
一
八
三
八
）

年
に
行
わ
れ
た
宇
都
宮
大
明
神（
現
、
二

荒
山
神
社
）社
殿
再
建
時
の
地
鎮
祭
で

は
、
地
固
め
の
獅
子
舞
を
行
っ
て
い
る
。
一

方
、
各
地
よ
り
獅
子
舞
伝
授
の
要
望
も

あ
っ
た
。
塩
谷
町
船
生
寺
小
路
に
は
、
文

化
七（
一
八
一
○
）年
に
関
白
村
よ
り
の

獅
子
舞
伝
授
書
が
、
宇
都
宮
市
中
里
西

組
、
同
横
倉
に
は
天
保
九
年
の
伝
授
書

等
が
あ
り
伝
授
の
様
子
が
窺
え
る
。

　

こ
う
し
た
関
白
獅
子
舞
の
活
動
に一
大

改
革
の
時
期
が
訪
れ
る
。
時
は
明
治
初

期
、
天
皇
親
政
の
新
時
代
に
お
い
て
、
ど

の
よ
う
に
対
処
し
た
ら
村
の
発
展
に
繋
が

る
か
、
村
民
は
腐
心
を
巡
ら
し
た
の
で
あ

る
。
村
民
が
着
目
し
た
の
は
、
こ
の
地
に

伝
わ
る
平
安
時
代
の
武
将
、
藤ふ

じ
わ
ら
　
と
し
ひ
と

原
利
仁

の
賊
徒
退
治
の
伝
説
で
あ
っ
た
。

　

利
仁
伝
説
は
京
都
鞍
馬
寺
の「
鞍
馬
蓋

寺
縁
起
」に
記
さ
れ
て
お
り
、
概
略
は「
そ

の
昔
、
下
野
国
高
座
山
の
麓
に
蔵
宗
蔵

安
兄
弟
が
首
領
と
な
る
賊
徒
達
が
民
衆

を
苦
し
め
て
い
た
。
利
仁
は
天
皇
の
命

を
受
け
て
派
遣
さ
れ
た
。
高
座
山
の
麓

に
兵
を
率
い
て
到
着
し
た
の
が
六
月
十
五

日
、
と
こ
ろ
が
利
仁
は
降
雪
を
予
感
し
橇

を
作
り
戦
い
に
備
え
、
深
雪
に
難
儀
す
る

賊
徒
達
を
見
事
打
ち
破
る
」と
い
う
話
で

あ
る
。

　

関
白
村
で
は
、
こ
の
話
の
後
に
さ
ら
に

「
利
仁
が
亡
く
な
り
、
葬
儀
の
際
に
天
気

が
急
変
し
た
。
そ
れ
は
悪
魔
の
仕
業
で

あ
る
と
し
て
獅
子
を
か
た
ど
り
舞
っ
た
。

す
る
と
雲
が
晴
れ
て
利
仁
の
亡
骸
を
無

事
埋
葬
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
、以
来
、

獅
子
舞
を
行
っ
て
い
る
」と
いっ
た
話
を
付

け
加
え
、
関
白
獅
子
舞
の
由
来
話
を
作

り
上
げ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
上
に
、
高

座
山
の
賊
徒
退
治
の
話
を
獅
子
舞
化
し
て

「
鬼
退
治
の
舞
」を
新
た
に
創
り
、
明
治

十
二（
一
八
七
九
）年
に
は
、
利
仁
を
祭
神

と
す
る
高
座
山
神
社（
現
、関
白
山
神
社
）

を
祀
り
、
そ
し
て
こ
れ
ら
一
連
の
こ
と
を

「
天
下
一
神
獅
子
由
来
之
巻
」と
し
て
書

き
記
し
、
巻
物
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に

獅
子
舞
伝
授
書
を
作
成
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
活
動
は
、
明
治
新
政
府
に

関
白
村
民
が
抱
い
て
き
た
尊
王
の
心
を
認

め
て
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
と
、
こ
れ
を
機

に
関
白
獅
子
舞
の
名
を
高
め
、
流
派
を

確
立
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
狙
い
は
見
事
に
当
た
っ
た
。
高
座
山

神
社
は
明
治
新
政
府
よ
り
神
社
と
し
て

認
め
ら
れ
、
ま
た
、
従
来
よ
り
関
係
の
深

か
っ
た
所
は
も
と
よ
り
、
多
く
の
獅
子
舞

伝
承
地
か
ら
先
の
巻
物
や
伝
授
書
の
依
頼

が
舞
い
込
み
、
県
内
各
地
に
関
白
流
獅

子
舞
が
花
開
い
た
の
で
あ
る
。

　

時
代
の
変
革
に
ど
の
よ
う
に
対
処
し
た

ら
よ
い
か
、
関
白
の
人
々
の
明
治
初
期
の

活
動
は
、
そ
の
手
本
と
い
え
よ
う
。

第20回

関白神獅子舞由来之巻控

関白山神社境内での獅子舞

関白流獅子舞発展の謎を解く
「明治期関白神獅子舞の展開」

(写真提供：柏村祐司 『栃木の祭り』より)



ECONOMY NAVI   of    SUSUMU TAKAHASHI

　１９５３年生まれ。一橋大学経済学部
卒業後、76年住友銀行に入行。ロンドン
駐在、経済調査部などを経て、90年日本
総合研究所に着任。２０００年から04年ま
で早稲田大学大学院アジア太平洋研究
科客員教授、03年から近畿大学経済学
部・経営学部客員教授を務める。現在、
テレビのコメンテーターとしても活躍中。著
書『10年後の日本を読む「先見力」の
つけ方』（徳間書店）のほか、日本経済新
聞、産経新聞などに多数執筆。

日本総合研究所　
理事長　
高橋  進 ／たかはし すすむ

高橋進の

　人財育成コンサルタント・ＡｌｌＡｂｏｕｔ「ビジネ
スマナー」ガイド。大学卒業後、国際線キャビン
アテンダント（ＣＡ）として１７年間勤務。２００４
年に起業。ＣＡ経験者約５６００人を母集団に
持つ「ＣＡ－ＳＴＹＬＥ」を主宰。企業の顧客満
足度調査やマーケティング調査などによって得
た顧客の期待と知覚品質についてのデータを
はじめ、信頼性や共感性などサービス品質にお
ける６つの次元と収束性から顧客満足度を数
値化し、ＣＡ経験者の感性を付加するサービス
を提供する。著書に『ファーストクラスに乗る
人のシンプルな習慣』（祥伝社）、『たった１分で
うちとけ、30分以上会話がつづく話し方』（ダ
イヤモンド社）など。

美月  あきこ ／みづき  あきこ

知って得する
ビジネス
マナー

Business
Manner 社

内
業
務
の
マ
ナ
ー

人
財
育
成
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト  

美
月 

あ
き
こ

「

伝
言
メ
モ
の

    
と
り
方
、渡
し
方
」

2021 April 2014

　

ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
に
欠
か
せ
な
い
、「
伝
言
メ

モ
」。
忙
し
い
上
司
や
先
輩
に
、
若
手
社
員
か

ら
伝
言
メ
モ
を
渡
す
機
会
は
多
々
あ
る
か
と
思

い
ま
す
。
誰
に
で
も
で
き
る
伝
言
メ
モ
で
す
が
、

マ
ナ
ー
を
考
え
ず
に
何
と
な
く
メ
モ
を
と
り
、

す
ぐ
に
渡
し
て
し
ま
う
の
は
、
ち
ょっ
と
待
っ
て

く
だ
さ
い
。「
メ
モ
の
書
き
方
を
見
れ
ば
、
仕
事

が
で
き
る
か
ど
う
か
が
分
か
る
」
と
言
わ
れ
る

ほ
ど
重
要
な
伝
言
メ
モ
。
若
手
社
員
に
は
、
そ

の
マ
ナ
ー
を
し
っ
か
り
習
得
し
て
も
ら
い
た
い
も

の
で
す
。

　

伝
言
メ
モ
の
マ
ナ
ー
と
し
て
最
も
重
視
す
る

べ
き
は
、「
相
手
に
伝
わ
る
よ
う
に
書
く
こ
と
」

で
す
。
メ
モ
書
き
と
い
え
ど
、
そ
の
内
容
が
相

手
に
伝
わ
ら
な
い
よ
う
で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ

ん
。

　

伝
わ
り
や
す
く
す
る
コ
ツ
は
、
丁
寧
な
文
字

で
、
的
確
か
つ
正
確
に
メ
モ
を
と
る
こ
と
で
す
。

的
確
さ
、
正
確
さ
を
上
げ
る
た
め
に
は
、「
５
Ｗ

３
Ｈ
」
で
書
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。「
５
Ｗ
３
Ｈ
」

と
は
、「
Ｗ
ｈｏ
（
誰
が
、
誰
に
）、
Ｗ
ｈａ
ｔ
（
何

を
）、
Ｗ
ｈｅｎ
（
い
つ
ま
で
に
）、
Ｗ
ｈｅｒｅ
（
ど

こ
で
、
ど
こ
に
）、
Ｗ
ｈｙ
（
何
の
目
的
で
）、
Ｈ

ｏｗ
（
ど
の
よ
う
に
）、
Ｈｏｗ 

ｍａｎｙ
（
ど
の
く

ら
い
／
数
字
）、
Ｈｏｗ 

ｍｕｃ
ｈ
（
い
く
ら
で
／

金
額
）」
の
こ
と
。
例
え
ば
、
電
話
連
絡
に
関

す
る
伝
言
メ
モ
の
場
合
、「
い
つ（
Ｗ
ｈｅｎ
）」「
誰

か
ら
誰
に
（
Ｗ
ｈｏ
）」「
ど
ん
な
用
件
（
Ｗ
ｈ

ａ
ｔ
、
Ｗ
ｈｅｒｅ
、
Ｗ
ｈｙ
）」
で
電
話
が
あ
り
、

「
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
か
（
Ｈｏｗ
）」
ま
た

は
「（
名
指
し
人
に
）
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

ほ
し
い
か
（
Ｈｏｗ
、
Ｈｏｗ 

ｍａｎｙ
、
Ｈｏｗ 

ｍ

ｕｃ
ｈ
）」
と
い
っ
た
こ
と
を
明
記
す
る
こ
と
で
、

受
け
取
る
相
手
に
メ
モ
の
内
容
が
的
確
に
、
正

確
に
伝
わ
り
ま
す
。
メ
モ
の
末
尾
に
は
書
い
た

人
（
自
分
）
の
名
前
を
必
ず
記
入
し
、
責
任

の
所
在
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

　

伝
言
メ
モ
の
理
解
度
を
高
め
る
に
は
、
長
々

と
し
た
文
章
で
は
な
く
、
要
点
を
箇
条
書
き

に
す
る
よ
う
な
工
夫
も
効
果
的
で
す
。
メ
モ
を

理
解
す
る
ス
ピ
ー
ド
も
速
ま
り
、
次
の
行
動
に

移
り
や
す
く
な
る
か
ら
で
す
。

　

伝
言
メ
モ
に
は
、
そ
の
伝
言
を
受
け
た
と
き

の
様
子
や
雰
囲
気
な
ど
、
五
感
に
よ
る
情
報
も

添
え
る
と
、
さ
ら
に
そ
の
役
割
は
大
き
く
な
り

ま
す
。「
○
○
社
の
Ａ
部
長
か
ら
電
話
が
あ
り

ま
し
た
」
と
い
う
メ
モ
に
、「
少
し
不
機
嫌
な
ご

様
子
」
と
いっ
た
具
合
に
追
記
す
る
と
、
メ
モ
を

受
け
取
っ
た
相
手
の
行
動
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で

す
（
こ
の
場
合
、
受
け
取
っ
た
相
手
は
即
座
に

Ａ
部
長
に
電
話
を
す
る
で
し
ょ
う
）。

　

伝
言
メ
モ
を
書
き
、
相
手
の
デ
ス
ク
に
置
い
た

ら
「
こ
れ
で
完
了
」
…
…
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

メ
モ
を
置
く
前
に
は
、
内
容
に
間
違
い
が
な
い

か
確
認
を
し
ま
す
。
そ
し
て
、
相
手
が
戻
っ
て

き
た
ら
、口
答
（
あ
る
い
は
電
話
や
メ
ー
ル
）
で
、

伝
言
メ
モ
が
あ
る
こ
と
を
必
ず
伝
え
な
く
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
。
メ
モ
の
貼
り
方
や
様
式
な
ど
、
会

社
で
ル
ー
ル
が
決
ま
っ
て
い
る
な
ら
、
そ
れ
に
従
っ

て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
か
ら
、
社
内
の
雰
囲
気
や

人
間
関
係
の
濃
さ
に
も
よ
り
ま
す
が
、
過
度
な

絵
柄
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
付
い
た
メ
モ
用
紙
は
避

け
た
方
が
無
難
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

国
際
収
支
の
悪
化
が
止
ま
ら
な
い
。
今
年
１
月

の
わ
が
国
の
貿
易
収
支
は
２
兆
７
９
０
０
億
円
の

赤
字
と
、
19
ヵ
月
連
続
の
赤
字
と
な
っ
た
ば
か
り
で

な
く
、
単
月
と
し
て
は
１
９
７
９
年
以
降
で
最
大

の
額
と
な
っ
た
。
貿
易
赤
字
の
拡
大
は
、
経
済
成

長
に
も
影
響
し
て
い
る
。
日
本
の
昨
年
10
〜
12
月

の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
年
率
換
算
で
１・０
％
と

プ
ラ
ス
は
維
持
し
た
も
の
の
、
成
長
の
勢
い
が
鈍
化

し
て
い
る
。
輸
入
の
増
加
に
よ
って
成
長
率
全
体
が

０
・５
％
押
し
下
げ
ら
れ
た
こ
と
が
大
き
く
影
響

し
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
も
と
で
円
高
の
是

正
が
進
め
ば
、
輸
出
が
拡
大
し
、
企
業
収
益
の
改

善
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
が
、
実
際
に

は
輸
入
の
増
加
が
経
済
の
足
を
引
っ
張
る
形
と
な
っ

て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
あ
ら
た
め
て
貿
易
収
支
悪
化
の
背
景

を
分
析
し
て
み
る
と
、
ま
ず
為
替
変
動
の
貿
易
全

体
への
影
響
が
指
摘
で
き
る
。
円
高
是
正（
ド
ル
高
）

は
ド
ル
建
て
貿
易
の
円
換
算
金
額
を
膨
ら
ま
せ
る

効
果
が
あ
る
。
輸
出
入
を
見
る
と
、
輸
出
の
う
ち

の
ド
ル
建
て
金
額
に
比
べ
、
輸
入
の
方
が
ド
ル
建
て

の
金
額
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
為
替
が
ド
ル
高
に

動
け
ば
必
然
的
に
円
建
て
の
輸
入
額
が
増
え
、
貿

易
赤
字
が
膨
ら
む
こ
と
に
な
る
。

　

輸
入
サ
イ
ド
に
つ
い
て
み
る
と
、
東
日
本
大
震

災
以
降
、
原
油
や
天
然
ガ
ス
の
輸
入
量
が
増
え
て

お
り
、
構
造
的
な
輸
入
増
加
要
因
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
も
と
で
の
円
高
是
正
は
輸
入
金
額
を
増
大
さ

せ
る
こ
と
に
な
る
。

　

輸
出
サ
イ
ド
に
目
を
転
ず
る
と
、
円
高
が
是
正

さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ

期
待
し
た
ほ
ど
輸
出
へ
の
プ
ラ
ス
効
果
は
現
れ
て
い

な
い
。
そ
も
そ
も
円
高
が
是
正
さ
れ
て
も
、
そ
の

効
果
が
輸
出
に
現
れ
て
く
る
の
に
は
時
間
を
要
す

る
が
、
輸
出
数
量
の
拡
大
が
鈍
い
の
に
は
構
造
的

な
要
因
も
影
響
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
１
に
、

中
国
や
韓
国
な
ど
ア
ジ
ア
新
興
国
の
技
術
面
で
の

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
や
低
価
格
で
の
販
売
攻
勢
に
よ
っ

て
、
こ
れ
ら
の
国
の
製
品
が
世
界
シ
ェア
を
拡
大
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
一
方
、
わ
が
国
で
は
こ

れ
ま
で
の
円
高
や
構
造
改
革
の
遅
れ
な
ど
が
重
し

と
な
り
、
電
気
機
械
産
業
な
ど
で
市
場
シェア
を
喪

失
し
て
い
る
。
第
２
に
、
わ
が
国
企
業
が
新
興
国
の

旺
盛
な
需
要
を
取
り
込
む
た
め
、
生
産
拠
点
の
積

極
的
な
海
外
シ
フ
ト
や
国
際
分
業
体
制
の
構
築
を

進
め
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
外

需
に
対
す
る
現
地
法
人
の
売
上
高
比
率
が
上
昇
し

て
お
り
、
為
替
が
変
動
し
て
も
輸
出
数
量
が
変
化

し
に
く
い
構
造
に
な
って
い
る
。

　

こ
う
し
た
構
造
要
因
に
加
え
、
昨
年
は
世
界
経

済
、
と
り
わ
け
新
興
国
の
経
済
成
長
が
思
わ
ぬ
ス

ロ
ー
ダ
ウ
ン
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
も
、
輸
出
が
伸
び

悩
む
背
景
と
な
っ
た
。
加
え
て
、
国
内
景
気
の
回

復
に
伴
い
輸
入
が
増
え
て
い
る
こ
と
や
、
国
内
需
要

の
拡
大
に
対
応
す
る
た
め
、一
部
で
は
輸
出
分
を
国

内
に
振
り
向
け
て
い
る
業
種
も
あ
る
。
こ
う
し
た

景
気
の
内
外
格
差
が
貿
易
赤
字
拡
大
の
一
因
と
な
っ

て
い
る
。

　

で
は
、
今
後
も
貿
易
赤
字
の
拡
大
が
続
く
の
だ

ろ
う
か
。
世
界
経
済
は
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
少

し
ず
つ
持
ち
直
し
て
い
く
と
見
込
ま
れ
る
。他
方
で
、

ア
メ
リ
カ
の
金
融
緩
和
縮
小
に
伴
う
新
興
国
な
ど
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
過
度
な
悲
観
論
は
不
要

だ
が
、
中
国
を
含
む
新
興
国
は
こ
れ
ま
で
の
よ
う

に
財
政
金
融
面
で
の
拡
張
政
策
を
続
け
る
こ
と
に

は
限
界
が
あ
り
、
し
ば
ら
く
は
成
長
が
ス
ロ
ー
ダ
ウ

ン
し
た
状
況
が
続
く
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
今
後

は
輸
出
の
伸
び
は
回
復
し
て
い
く
と
見
込
ま
れ
る 

一

方
で
、
輸
入
の
拡
大
は
一
時
的
要
因
の
影
響
が
大

き
い
こ
と
か
ら
、
貿
易
赤
字
が
一
方
的
に
拡
大
し
て

い
く
状
況
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
赤
字
の
縮
小
に

も
時
間
を
要
す
る
と
見
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
わ
が
国
の
貿
易
収
支
を
改

善
し
、
経
済
の
再
生
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
円

高
の
是
正
だ
け
で
な
く
、
経
済
体
質
を
改
善
す
る

た
め
に
成
長
戦
略
を
さ
ら
に
推
し
進
め
る
と
同
時

に
、
企
業
も
競
争
力
を
取
り
戻
す
た
め
の
高
付
加

価
値
化
を
一
層
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

（
３
月
１
日
執
筆
）

「
貿
易
赤
字
は
ど
こ
ま
で
拡
大
す
る
の
か 

〜
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
い
ま
だ
現
れ
ず
〜

」
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宇
都
宮
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ「
宮
カ
フ
ェ
」

2014

4月

MITOUTSUNOMIYAMAEBASHI

MITO キタ
カンだより

　

　
　

MAEBASHI

営
業
時
間
の
お
知
ら
せ

午
前
10
時
〜
午
後
7
時

☎
6
6
6-

8
9
3
8

午
前
11
時
〜
午
後
11
時

☎
6
6
6-

8
7
8
5

●
2
階  

Ｈ
ｉ
ｌ
ｌ
ｓ 

Ｃ
ａ
ｆ
ｅ

●
1
階  

＠
ｍ
ｉ
ｙ
ａ

宮
カ
フ
ェ
店
頭
で
、
う
つ
の
み
や

シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
協
会
に
よ
る
案
内

所
設
置（
毎
週
日
曜
日
） 

ま
ち
な
か
案
内
所

平
成
23
年
３
月
に
北
関
東
自
動
車
道
が
全
線
開
通
し（
約
１
５
０
ｋｍ
）、
栃
木
、
茨
城
、

群
馬
の
３
県
が
結
ば
れ
ま
し
た
。一
般
道
利
用
に
比
べ
移
動
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
、

宇
都
宮
市
か
ら
水
戸
市
、
前
橋
市
に
は
そ
れ
ぞ
れ
約
１
時
間
30
分
で
行
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
情
報
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
足
を
の
ば
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

宮
カ
フ
ェ
事
務
所

（
宇
都
宮
商
工
会
議
所

　
　
　
　

地
域
振
興
部
内
）

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

2223 April 2014

問合せ

オ
リ
オ
ン
通
り
商
店
会
事
務
局

（
オ
リ
オ
ン
通
り
曲
師
町
商
業（
協
）内
）

☎
6
3
9-

5
9
6
3

◎
作
品
募
集
要
項

【
フ
ラ
ッ
グ
サ
イ
ズ
】

縦
２
４
０
〜
２
５
０
セ
ン
チ
×
横
１
７

０
〜
２
０
０
セ
ン
チ（
縦
長
の
デ
ザ
イ
ン

に
限
る
）

【
作
品
受
付
開
始
】

４
月
21
日（
月
）ま
で（
制
作
し
た
も
の
を

直
接
持
ち
込
み
）

【
テ
ー
マ
】

私
の
大
切
な
も
の
・
動
物
・
季
節
・
頑

張
れ
日
本（
元
気
に
な
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
ろ
う
）

【
出
展
方
法
】

作
品
を
直
接
持
ち
込
み
申
し
込
み
、
ま

た
は
制
作
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
・
制
作
し
、

会
場
に
て
直
接
提
出
の
い
ず
れ
か

【
そ
の
他
】

フ
ラ
ッ
グ
は
主
催
者
に
て
ご
用
意
し
ま
す
。

【
日
時
】

４
月
20
日（
日
）　

制
作
時
間
：
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

（
受
付
：
午
前
10
時
〜
正
午
）

【
会
場
】

オ
リ
オ
ン
通
り
商
店
街
イ
ベ
ン
ト
広
場

（
先
着
10
団
体
）

　

オ
リ
オ
ン
通
り
で
は
、
子
ど
も
た
ち

に
自
由
な
絵
画
表
現
や
、
み
ん
な
で
つ

く
る
喜
び
を
実
感
し
て
も
ら
う
こ
と
、

そ
し
て
、
一
般
の
方
々
に
も
ア
ー
ト
の
場

を
提
供
し
た
い
と
の
願
い
で
、
ア
ー
ケ
ー

ド
上
部
か
ら
作
品
を
吊
り
下
げ
展
示
す

る
フ
ラ
ッ
グ
ア
ー
ト
展
を
４
月
25
日（
金
）

か
ら
１
カ
月
に
わ
た
り
開
催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
オ
リ
オ
ン
通
り
に
足
を
お
運
び

い
た
だ
き
、
カ
ラ
フ
ル
に
彩
る
フ
ラ
ッ

グ
ア
ー
ト
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
作
品
の
募
集
も
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
参
加
申
込
を
ご
希
望
の

方
は
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
期
間
】

４
月
25
日（
金
）
〜
５
月
25
日（
日
）

【
会
場
】

オ
リ
オ
ン
通
り
ア
ー
ケ
ー
ド
内（
オ
リ
オ

ン
通
り
ア
ー
ケ
ー
ド
上
部
か
ら
作
品
を

吊
り
下
げ
ま
す
）

宇
都
宮
中
心
商
店
街
活
性
化
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

バ
ン
バ「
こ
い
の
ぼ
り
ぬ
り
え
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
４
」の
作
品
募
集

オ
リ
オ
ン
通
り
商
店
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
宇
都
宮
フ
ラ
ッ
グ
ア
ー
ト
２
０
１
４ 

ｉ
n 

オ
リ
オ
ン
」

開
催
・
作
品
募
集

【
賞
】

部
門
ご
と
に
金
賞
１
本
、
銀
賞
２
本
、

銅
賞
３
本
、
入
選
10
本
を
選
考

（
部
門  

①
幼
稚
園
・
保
育
園
の
部  

②
小

学
校
１
・
２
年
の
部  

③
小
学
校
３
・
４

年
の
部  

④
小
学
校
５
・
６
年
の
部
）

※
副
賞
：
金
賞（
商
品
券
１
万
円
）、
銀

賞（
商
品
券
５
千
円
）、
銅
賞（
商
品
券
３

千
）、
入
選（
図
書
カ
ー
ド
１
千
円
）

【
発
表
】

園
・
学
校
を
通
じ
て
保
護
者
の
方
に
通

知
し
ま
す
。

入
賞
作
品
は
、
４
月
26
日（
土
）か
ら
５

月
６
日（
火
）の
間
、
宇
都
宮
市
バ
ン
バ

出
張
所
交
流
ス
ペ
ー
ス
に
展
示
し
ま
す
。

表
彰
は
５
月
６
日（
火
）に
同
展
示
会
場

に
て
開
催
し
ま
す
。

※
ご
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
原
則
返

却
い
た
し
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
園
・
学

校
単
位
で
返
却
の
お
申
し
出
が
あ
っ
た

場
合
の
み
対
応
し
ま
す
。
個
人
で
の
対

応
は
い
た
し
か
ね

ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　

宇
都
宮
中
心
市
街
地
の
９
商
店
街
お

よ
び
３
大
型
店
で
組
織
す
る
宇
都
宮
中

心
商
店
街
活
性
化
委
員
会
で
は
、
ま
ち

な
か
文
化
の
発
信
や
伝
承
を
図
り
、
中

心
市
街
地
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
目
的
に
、「
こ
い
の
ぼ
り
ぬ
り
え

コ
ン
テ
ス
ト
」を
開
催
し
ま
す
。

【
内
容
】

こ
い
の
ぼ
り
ぬ
り
え（
配
布
さ
れ
た
用

紙
）に
、
ク
レ
ヨ
ン
、
色
鉛
筆
、
水
彩
絵

の
具
な
ど
で
塗
っ
て
く
だ
さ
い（
雑
誌
や

色
紙
な
ど
で
の
切
り
絵
で
も
可
。
空
い

て
い
る
ス
ペ
ー
ス
に
ご
自
分
で
絵
を
付

け
加
え
た
り
、
ア
レ
ン
ジ
も
可
）。

【
対
象
】

宇
都
宮
市
内
の
幼
稚
園
、
保
育
園
、
小

学
校
に
通
園
通
学
す
る
お
子
様

【
申
込
】

応
募
用
紙（
ぬ
り
え
）に
必
要
事
項
を
ご

記
入
の
上
、
園
・
学
校
単
位
で
一
括
申

し
込
み
を
す
る
か
、
個
人
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙（
ぬ
り
え
）は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.banba.

info

）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
園
・

学
校
で
配
布
さ
れ
た
用
紙
を
お
使
い
く

だ
さ
い
。

【
締
切
】

４
月
18
日（
金
）必
着

　

偕
楽
園
の
つ
つ
じ
約
3
8
0
株
、
森
林
公

園
の
つ
つ
じ
約
1
0
、2
0
0
株
が
鮮
や
か

に
咲
き
誇
り
ま
す
。
偕
楽
園
で
は
、
歴
史
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
水
戸
に
よ
る
案
内
が
行
わ
れ
、

偕
楽
園
と
森
林
公
園
の
両
会
場
で
は
、
水
戸

黄
門
漫
遊
一
座
と
の
記
念
撮
影
も
行
わ
れ
ま

す
。

　

５
月
３
日（
土
）
～
５
日（
月
）は
、
周
遊
バ

ス
が
千
波
湖
畔
、
徳
川
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
植

物
公
園
、
森
林
公
園
を
結
び
ま
す
。
バ
ス
の

乗
り
心
地
を
楽
し
み
な
が
ら
、
あ
か
あ
か
と

咲
く
つ
つ
じ
を
鑑
賞
し
、
水
戸
の
観
光
地
を

堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

（
情
報
提
供
：
水
戸
商
工
会
議
所
）

〈
期
間
〉
4
月
19
日（
土
）
～
5
月
11
日（
日
）

〈
会
場
〉  

偕
楽
園
、
森
林
公
園

水戸のつつじまつり

敷島浄水場
前橋市敷島町216

＜問合せ＞
前橋市水道局
上下水道部浄水課
☎ 027-231-3075

　

赤
城
・
榛
名
山
麓
の
豊
か
な
水
を
前
橋
市

民
に「
お
い
し
い
水
」と
し
て
供
給
し
て
い
る

敷
島
浄
水
場
は
、
前
橋
市
内
の
浄
水
場
の
中

で
も
最
も
古
く
、
給
水
開
始
は
昭
和
４
年
に

ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
平
成
８
年
に
は
歴

史
的
に
価
値
あ
る
近
代
建
造
物
と
し
て
、
水

道
資
料
館
と
配
水
塔
は
国
の
登
録
文
化
財
と

し
て
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

毎
年
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
時
期
に
一

般
開
放
さ
れ
、
約
40
種
3
7
0
本
の
色
と
り

ど
り
の
美
し
い
ツ
ツ
ジ
が
鑑
賞
い
た
だ
け
る

ほ
か
、
普
段
公
開
し
て
い
な
い
水
道
施
設
や
、

併
設
の
水
道
資
料
館
の
見
学
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
期
間
中
は
前
橋
の
物
産
展
も
行
い
ま

す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。　
　

      
（
情
報
提
供
：
前
橋
商
工
会
議
所
）

敷島浄水場

水戸観光協会
☎029-224-0441

 http://www.

mitokoumon.com

　

宇
都
宮
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ「
宮

カ
フ
ェ
」が
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

２
階
プ
チ
プ
レ
リ
が「
Ｈ
ｉ
ｌ

ｌ
ｓ 

Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
」と
し
て
新
し
く

オ
ー
プ
ン
！

　

詳
細
な
情
報
に
つ
い
て
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.u-cci.
or.jp/m

iyacafe

）で
随
時
更
新
し

て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

新
し
く
な
っ
て
も
、
お
も
て
な

し
の
心
は
変
わ
り
ま
せ
ん
！　

季

節
に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
・
展
示
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
！

　

新
し
く
な
っ
た
宇
都
宮
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ「
宮
カ
フ
ェ
」を
、
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

申込・問合せ

宇
都
宮
中
心
商
店
街
活
性
化
委
員
会

☎
6
1
6-

3
7
4
4

（
平
日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
／

土
日
祝
祭
日
定
休
）

道行く人々を楽しませるフラッグアート

フ
ラ
ッ
グ
ア
ー
ト
制
作
イ
ベ
ン
ト

〜
ア
ー
ケ
ー
ド
で
作
品
を
つ
く
ろ
う
〜

大人気の
「宇都宮カクテル

詰め合せ」
（宇都宮カクテル

倶楽部監修）



（
税
込
）


